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特  集

　
平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額

は
２
１
４
億
６
，６
４
０
万
円
で
、
前
年
度
よ
り
７
，５
３
２
万
円
の
増
、
歳
出

総
額
は
２
０
５
億
５
，８
８
７
万
5
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
1
億
２
，７
４
３
万

2
千
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
歳
入
総
額
か
ら
歳
出
総
額
を
差
し
引
い
た

収
支
は
、
9
億
７
５
２
万
5
千
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
そ
の
う
ち
、教
育
や
福
祉
、土
木
な
ど
一
般
的
な
行
政
運
営
を
ま
か
な
う
一
般

会
計
で
は
、
歳
入
が
１
４
１
億
４
，１
１
８
万
3
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
1
億

６
，６
３
５
万
4
千
円
の
増
（
１
．２
％
増
）、
歳
出
が
１
３
１
億
６
０
２
万
9
千

円
で
、
前
年
度
よ
り
４
，６
４
４
万
8
千
円
の
減（
０
．４
％
減
）と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
1
億
６
，６
３
５
万
4
千
円

増
加
し
ま
し
た
。

　
増
加
し
た
要
因
と
し
て
、
町
が
積
み

立
て
た
基
金
を
取
り
崩
し
、
一
般
財
源

に
繰
り
入
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
繰

入
金
が
4
億
２
，８
２
７
万
4
千
円
の

増
（
87
．１
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
道
路
の
改
良
や
消
雪
設
備
の

整
備
、
除
雪
事
業
な
ど
に
対
す
る
国
か

ら
の
交
付
金
や
補
助
金
に
よ
り
、
国
庫

支
出
金
が
2
億
２
，７
４
６
万
6
千
円

の
増
（
24
．１
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
歳
出
総
額
は
、
前
年
度

と
比
べ
て
４
，６
４
４
万
8
千
円
減
少

し
ま
し
た
。

　
減
少
し
た
要
因
と
し
て
、
町
債
の
現

在
高
を
着
実
に
減
少
さ
せ
て
き
た
こ
と

に
よ
り
、
公
債
費
が
1
億
５
，８
１
５

万
3
千
円
の
減
（
11
．２
％
減
）と
な
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
設
や
人
工
芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
改
修
な

ど
大
型
事
業
を
行
い
ま
し
た
が
、
前
年

度
の
越
前
が
に
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
改
修

や
小
・
中
学
校
に
お
け
る
太
陽
光
発
電
設

備
の
整
備
の
完
了
に
よ
る
減
少
額
が
大

き
く
、
普
通
建
設
事
業
費
が
２
，８
５
７

万
5
千
円
の
減
（
１
．４
％
減
）
と
な

り
ま
し
た
。

全
会
計
の
決
算
状
況

一
般
会
計
・
歳
入
決
算
の
状
況

一
般
会
計
・
歳
出
決
算
の
状
況

（単位：千円）

区　　分　

　会　　計　

歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出
差引残額

（A）ー（B）（A） 対前年度比
（%） （B） 対前年度比

（%）

一　般　会　計 14,141,183 1.2 13,106,029 ▲0.4 1,035,154

特
　
　
　
別
　
　
　
会
　
　
　
計

国 民 健 康 保 険 事 業 2,584,607 0.1 2,550,312 ▲0.9 34,295

介 護 保 険 事 業 2,337,907 1.1 2,314,568 2.0 23,339

後期高齢者医療事業 248,983 6.6 244,853 7.1 4,130

簡 易 水 道 事 業 389,667 ▲11.8 385,620 ▲11.5 4,047

公 共 下 水 道 事 業 662,222 4.9 654,858 4.8 7,364

集 落 排 水 事 業 335,878 ▲7.0 330,945 ▲6.7 4,933

温 泉 事 業 26,696 41.1 26,528 65.9 168

農林漁業体験実習館事業 25,126 ▲7.1 25,126 ▲7.1 0

土 地 区 画 整 理 事 業 64,028 ▲57.5 64,028 ▲54.0 0

企
業
会
計

上水道事業
収益的収支 270,365 0.3 260,606 1.9 9,759

資本的収支 6,887 ▲71.5 152,840 ▲9.7 ▲145,953

国民健康保
険病院事業

収益的収支 326,994 2.0 320,329 1.9 6,665

資本的収支 45,857 9.2 122,233 ▲3.8 ▲76,376

合　　　　　計 21,466,400 0.4 20,558,875 ▲0.6 907,525

歳  入
141億4,118万3千円

一般会計

町税
23億1,222万2千円
（16.4％）

自主財源
47億6,863万4千円 
（33.7%）

依存財源
93億7,254万9千円 
（66.3%）

地方交付税
55億6,947万2千円
（39.4％）

繰越金
8億2,235万2千円（5.8％）

分担金及び負担金
1億5,082万3千円（1.1％）

繰入金
9億2,010万3千円（6.5％）

諸収入
2億4,656万2千円（1.7％）

使用料及び手数料
1億6,938万4千円（1.2％）

財産収入  9,699万8千円（0.7％）

寄付金  5,019万円（0.4％）

地方譲与税
1億1,442万円（0.8％）

地方消費税交付金
3億5,369万6千円（2.5％）

交通安全対策特別交付金
159万8千円（0.0％）
株式等譲渡所得割交付金
1,369万7千円（0.1％）
配当割交付金
1,310万5千円（0.1％）
利子割交付金
644万2千円（0.0％）
地方特例交付金
681万5千円（0.0％）
自動車取得税交付金
3,219万円（0.2％）

国庫支出金
11億7,029万8千円
（8.3％）県支出金

10億3,781万6千円
（7.3％）

町債
10億5,300万円
（7.5％）

歳  出
131億602万9千円

一般会計

［性質別］

人件費
18億7,164万2千円
（14.3%）

扶助費
19億3,041万6千円
（14.7%）

公債費
12億5,563万9千円

（9.6%）

義務的経費
50億5,769万7千円
（38.6％）

投資的経費
19億4,715万4千円
（14.9％）

その他の経費
61億117万8千円
（46.6％）

補助費等
20億6,566万2千円
（15.8%）

繰出金
15億3,044万9千円
（11.7%）

普通建設事業費
19億4,511万3千円
（14.8%）

物件費
15億7,573万4千円
（12.0%）

災害復旧費
204万1千円（0.0%）

維持補修費
4億247万4千円
（3.1%）

積立金
4億8,525万9千円
（3.7%）

貸付金
4,160万円（0.3%）

（　）構成比

※決算額の千円未満を四捨五入しています。

●
防
災
体
制
の
強
化

　
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
の
放
送
内

容
を
迅
速
か
つ
正
確
に
住
民
が
聴
き
と

れ
る
よ
う
、
織
田
地
区
の
世
帯
を
中
心

に
戸
別
受
信
機
を
整
備
し
ま
し
た
。

	

１
億
３
，１
９
５
万
４
千
円

●
人
に
優
し
い
道
づ
く
り
の
推
進	

　

安
全
・
安
心
に
通
行
で
き
る
道
路
を

確
保
す
る
た
め
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
な
が
ら
、
町
道
の
改
良
や
維
持
補
修
、

消
雪
設
備
の
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

	

４
億
９
，１
６
９
万
２
千
円

●
災
害
に
備
え
た
危
険
対
策
の
強
化

　

津
波
、
高
潮
、
波
浪
に
よ
る
災
害
に

備
え
、
越
波
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
白
浜
（
城
崎
）
漁
港
の
護
岸
堤

の
か
さ
上
げ
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

	

３
，１
６
５
万
９
千
円

●
健
康
管
理
意
識
の
啓
発	

　
町
民
の
健
診
受
診
や
健
康
づ
く
り
の

取
り
組
み
が
習
慣
化
さ
れ
る
よ
う
、
ポ

イ
ン
ト
に
応
じ
て
記
念
品
と
交
換
で
き

る
「
え
ち
ぜ
ん
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を

導
入
す
る
な
ど
、
健
康
増
進
へ
の
啓
発

を
促
し
ま
し
た
。

	

１
０
２
万
１
千
円

●
越
前
焼
の
多
面
的
な
活
用

　
越
前
陶
芸
村
に
開
館
し
た
越
前
古
窯

博
物
館
を
拠
点
と
し
て
、
陶
芸
村
を
活

性
化
さ
せ
て
い
く
た
め
、
周
辺
整
備
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
認
知
度
向
上
お

よ
び
販
路
拡
大
・
商
品
開
発
な
ど
を
支

援
し
ま
し
た
。

	

４
，２
１
８
万
３
千
円

●
農
業
生
産
基
盤
の
整
備

　
農
村
の
圃
場
整
備
や
水
路
改
修
な
ど

は
事
業
費
が
膨
大
な
た
め
、
国
・
県
の

補
助
を
活
用
し
な
が
ら
、
農
道
の
舗
装

や
用
排
水
路
の
改
修
を
行
い
、
農
村
基

盤
の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

	

５
，１
８
３
万
１
千
円

●
就
労
環
境
の
向
上

　
第
1
次
産
業
の
新
た
な
担
い
手
を
確

保
す
る
た
め
、
資
格
・
技
能
習
得
に
対

す
る
補
助
や
研
修
生
へ
無
償
で
専
用
住

宅
を
提
供
す
る
な
ど
、
就
労
へ
の
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

	

１
０
９
万
２
千
円

快
適
で
安
全
に
住
め
る

ま
ち
づ
く
り

健
康
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

●
保
健
・
福
祉
環
境
の
充
実

　

利
用
者
が
安
全
か
つ
快
適
に
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
、
越
前
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
空
調
設
備
の
入
れ
替
え
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
浴
槽
の
修
繕
を
行
い
ま
し
た
。

	

２
，７
７
５
万
２
千
円

●
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
廃
合

　
越
前
町
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
稼
動
に
向
け
、
施
設
の
建
築
工

事
や
機
械
設
備
な
ど
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
。

	

２
億
８
，０
１
８
万
円

●
国
際
的
・
全
国
的
な
ス
ポ
ー
ツ

　
交
流
の
推
進

　
「
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
」
ホ
ッ

ケ
ー
競
技
の
会
場
と
な
る
、
町
立
人
工

芝
ホ
ッ
ケ
ー
場
の
芝
の
張
り
替
え
や
県

立
ホ
ッ
ケ
ー
場
管
理
棟
の
防
水
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

	

１
億
５
，９
３
５
万
４
千
円

人
が
輝
き
交
流
で
満
ち

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

●
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
理
解
促
進

　

国
の
補
助
事
業
に
よ
り
、
ブ
ロ
ー

ホ
ー
ル
波
力
発
電
シ
ス
テ
ム
の
タ
ー
ビ

ン
装
置
の
改
良
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

施
設
の
見
学
会
や
小
学
校
で
の
出
前
授

業
を
行
い
、
地
元
住
民
の
理
解
を
深
め

ま
し
た
。

	

９
，０
３
１
万
５
千
円

●
観
光
客
の
受
入
体
制
の
充
実

　
「
お
も
て
な
し
商
業
エ
リ
ア
」
に
お

け
る
個
人
店
舗
の
改
修
費
用
の
補
助
や
、

小
規
模
事
業
者
が
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済
端

末
機
を
導
入
し
た
費
用
に
対
し
て
補
助

を
行
い
ま
し
た
。

	

１
，６
５
５
万
７
千
円

●
町
政
情
報
の
積
極
的
な
発
進

　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
え
ち
ぜ

ん
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ア
プ
リ
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
な
ど
多

様
な
情
報
媒
体
を
用
い
て
町
政
情
報
を

発
信
し
ま
し
た
。

	

１
，０
２
９
万
６
千
円

元
気
で
活
力
み
な
ぎ
る

ま
ち
づ
く
り

個
性
豊
か
で
誇
り
の
も
て
る

ま
ち
づ
く
り

町
民
に
開
か
れ
た

健
全
行
財
政
の
ま
ち
づ
く
り

▲世界唯一の波力エネル
ギーを利用した発電装
置（小樟地係）

▲越前焼の貴重な資料を展示した越前古
窯博物館	

▲4地区の学校給食を提供できるよう配慮
された統合学校給食センターの外観図

わたしたちの予算が
「まちづくり」のためにどの
ように使われた（決算）かを報告します。わたしたちの「越前町」の決算報告平成

２9年度
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S p e c i a l  f e a t u r e  a r t i c l e



　
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は
、
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律

に
よ
り
、
各
年
度
決
算
に
基
づ
き
算
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
比
率
に
は
、
法
律
で
定
め
ら
れ
た
早
期

健
全
化
基
準
や
経
営
健
全
化
基
準
が
あ
り
ま
す
。

比
率
の
い
ず
れ
か
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財

政
健
全
化
計
画
や
経
営
健
全
化
計
画
を
策
定
し
、

財
政
の
早
期
健
全
化
や
公
営
企
業
の
経
営
の
健

全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
越
前
町
の
平
成
29
年
度
決
算
で
は
す
べ
て
の

比
率
が
基
準
を
下
回
り
、財
政
は「
健
全
」と
な
っ

て
い
ま
す
。

平成29年度決算の越前町の財政指標

財政指標区分 越前町 早期健全化
基準

財政再生
基準

実 質 赤 字 比 率 黒字のため健全 13.77% 20.0%

連結実質赤字比率 黒字のため健全 18.77% 30.0%

資 金 不 足 比 率 全会計で
資金不足無し 20.0% ―

実質公債費比率 8.2% 25.0% 35.0%

将 来 負 担 比 率 7.2% 350.0% ―

財
政
状
況

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

平
成
29
年
度
決
算
の
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
は「
健
全
」

　
「
実
質
公
債
費
比
率
」と
は
、町
債（
借
金
）の

返
済
額
な
ど
が
標
準
財
政
規
模（
※
）に
占
め
る

割
合
で
す
。
町
債
の
返
済
額
な
ど
に
は
、
一
般

会
計
だ
け
で
な
く
、
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営

企
業
会
計
、
ご
み
・
し
尿
処
理
や
消
防
の
業
務

を
行
う
一
部
事
務
組
合
に
対
す
る
町
か
ら
の
負

担
金
の
う
ち
、
団
体
の
借
金
の
返
済
に
充
て
ら

れ
た
と
み
ら
れ
る
額
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
町
に
対
す
る
借
金
に
関

係
す
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
こ
れ
ま
で
借
金
の
繰
り
上
げ
返
済
や

金
利
の
低
い
借
金
へ
の
借
り
換
え
、
事
業
の
計
画

的
な
実
施
に
よ
り
借
金
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
実
質
公
債
費
比
率
は
、
平
成
29

年
度
決
算
で
は
８
．２
％
と
な
り
、
ピ
ー
ク
時

の
平
成
18
年
度
と
比
べ
16
．６
ポ
イ
ン
ト
、
前

年
度
と
比
べ
０
．９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

（
※
）	町
税
や
普
通
交
付
税
、
各
種
譲
与
税
・
交

付
金
な
ど
、
使
途
が
限
定
さ
れ
な
い
通

常
の
年
間
収
入
の
合
計
額

　
「
将
来
負
担
比
率
」
と
は
、
町
全
体
の
借
金

額
（
将
来
負
担
額
と
呼
ぶ
。）
が
標
準
財
政
規

模
に
占
め
る
割
合
で
す
。
将
来
負
担
額
は
、
次

の
も
の
な
ど
の
合
計
で
す
。

◦
町
債
（
借
金
）
の
残
高

◦
上
下
水
道
・
病
院
の
公
営
企
業
会
計
の
借
金
の

返
済
に
充
て
る
一
般
会
計
な
ど
の
負
担
見
込
額

◦
職
員
の
退
職
手
当
支
給
予
定
額

　
一
方
、
基
金（
貯
金
）の
残
高
な
ど（
充
当
可

能
財
源
と
呼
ぶ
。）
が
あ
れ
ば
、
将
来
負
担
額

か
ら
控
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
現
在
背
負
っ
て
い

る
借
金
な
ど
が
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性

が
高
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
町
で
は
、
町
債
の
残
高
の
縮
減
や
財
政
調
整

基
金
へ
の
積
み
立
て
に
よ
り
将
来
的
な
負
担
の

軽
減
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
将
来
負
担
比
率
は
、
平
成
29
年

度
決
算
で
は
７
．２
％
と
な
り
、
平
成
19
年
度

と
比
べ
１
４
４
．２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
前
年
度
と
比
べ
た
と
こ
ろ
、
充
当
可

能
財
源
が
減
少
し
た
た
め
、
５
．３
ポ
イ
ン
ト

悪
化
し
ま
し
た
。

　
9
月
補
正
予
算
の
補
正
額
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

【
主
な
補
正
内
容
】

▪
西
徳
寺
保
育
園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ

の
移
行
に
伴
い
、
移
転
・
改
築
費
に

対
す
る
補
助
費
用
を
計
上

	
	

（
５
，４
９
２
万
1
千
円
）

▪
統
合
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
備
品
購

入
費
と
旧
４
セ
ン
タ
ー
の
解
体
に
係

る
工
事
設
計
委
託
料
を
計
上

	
	

（
１
，１
８
９
万
5
千
円
）

▪
役
場
窓
口
で
手
話
の
遠
隔
通
訳
に
対

応
す
る
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の

導
入
に
要
す
る
費
用
を
計
上

	
	

（
28
万
5
千
円
）

実
質
公
債
費
比
率
は 

８
．２
％

将
来
負
担
比
率
は
７
．２
％

平成30年度9月補正予算の概要
予算規模

補正前予算額 補正額 補正後予算額

一般
会計 133億9,533万7千円 1億8,365万5千円 135億7,899万2千円

特別
会計 61億8,990万5千円 9,894万9千円 62億8,885万4千円

事業
会計 8億8,201万9千円 4,467万2千円 9億2,669万1千円

合　計 204億6,726万1千円 3億2,727万6千円 207億9,453万7千円

越前かに太郎の家計簿
2ページの「平成29年度一般会計決算の歳入額と歳出額（性質別）」を
1,000分の1にし、「越前かに太郎」の1年間の家計に置き換えてみました。収　入 支　出

①給料	 231万円
・町税（町民税や固定資産税など、みなさんから納められた税金）

①生活費	 551万円
・人件費（各種委員の報酬や職員給与に係るお金）
・物件費（施設の管理費や事業の委託料など）
・補助費等（団体などに対する負担金や補助金）

③貯金の取崩し	 92万円
・繰入金（町が積み立てているお金（基金）の取崩しや特別会計・

企業会計から受け入れるお金）

③借金の返済金	 126万円
・公債費（町債の元金及び利子の支払いに係るお金）

⑤修繕費	 40万円
・維持補修費（町の施設の修繕に係るお金）

⑦貯金	 49万円
・積立金（基金に積み立てるお金）

⑧知人への貸付金	 4万円
・貸付金（団体などに対し貸し付けるお金）

④前年度の残金	 82万円
・繰越金（前年度決算からの繰越金）

④家の増築や車の購入費	 195万円
・普通建設事業費（町の施設や道路などの新・増築や大規模な設

備の購入に係るお金）
・災害復旧費（自然災害により被害のあった道路や河川などの復

旧に係るお金）

小計（A）　※自主財源	 477万円

小計（B）　※依存財源	 937万円

収入合計 （A）＋（B）	 1 ,414万円 支出合計	 1,311万円

②財産・臨時収入	 72万円
・使用料（町の施設や設備の利用料など）
・負担金（町の事業で利便を受ける人が負担するお金）
・諸収入（貸付金の元利収入や団体・個人からの負担金など）
・財産収入（町の土地などの売却代金）
・寄附金（個人や団体から寄附されるお金）

②医療費	 193万円
・扶助費（子どもや高齢者､ 障がい者の福祉などに係るお金）

⑤支援金	 832万円
・地方交付税（国から交付されるお金）
・国 ･ 県からの補助金（法律などに基づく交付金や事業の実施に

対する補助金）

⑥子どもへの仕送り	 153万円
・繰出金（特別会計や事業会計に支出されるお金）

⑥借入れ	 105万円
・町債（銀行などからの借金）

町
債（
借
金
）と
基
金（
貯
金
）の
年
度
末
現
在
高
の
推
移

（百万円）

平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成23年度平成22年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 （年度末）平成24年度
0

5000

10000

15000

20000

25000

30000

35000

40000 36,511

7,009 5,736 4,692 4,492 4,732 4,513 4,965 5,291 5,446 6,212 6,825

35,461 33,099 32,061 30,354 28,104 26,075 24,618

22,544 21,211 19,996 18,627

6,935

平成29年度

6,587

17,628

町債現在高 基金現在高

ピーク時から約189億円の減

　
平
成
29
年
度
末
の
一
般
会

計
、特
別
会
計
、企
業
会
計
を

合
わ
せ
た
町
債（
借
金
）の
現

在
高
は
１
７
６
億
２
，８
３
７

万
9
千
円
で
前
年
度
よ
り
9

億
９
，８
９
５
万
円
の
減
少
、

基
金（
貯
金
）の
現
在
高
は
65

億
８
，６
５
６
万
7
千
円
で

前
年
度
よ
り
3
億
４
，８
３
０

万
3
千
円
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
。

　
町
債
の
発
行（
借
金
）は
、

元
利
償
還
金（
返
済
金
）
を

上
回
ら
な
い
よ
う
、
計
画
的

に
事
業
を
実
施
す
る
な
ど
、

町
債
現
在
高
を
着
実
に
減
少

さ
せ
、
財
政
の
健
全
化
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
金
は
、
地
方
財

政
法
に
基
づ
き
、
前
年
度
の

余
剰
金
の
半
分
を
積
み
立
て

る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
の
実

施
や
収
入
の
減
少
な
ど
、
将

来
的
な
財
政
負
担
に
備
え
て

い
ま
す
。

町民1人あたり現在高

町債（借金） 約81万円

基金（貯金） 約30万円
※それぞれの現在高を、平成29年度末の
越前町の住民基本台帳人口21,894人で
割って算出しています。
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サムライジャパン

さくらジャパン
　
8
月
18
日
か
ら
20
日
、
島
根
県
奥
出
雲
町
三

成
公
園
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
、
Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ
第
48
回
全
日
本
中
学
生

ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
全
国
各
地
の
予
選
を
勝
ち
上
が
っ
て
き
た
強

豪
、
男
子
24
チ
ー
ム
、
女
子
24
チ
ー
ム
が
熱
戦

を
繰
り
広
げ
る
中
、
朝
日
中
男
子
・
女
子
、
織

田
中
男
子
は
予
選
リ
ー
グ
を
通
過
し
、
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
進
出
し
ま
し
た
。

　
朝
日
中
女
子
は
、
準
決
勝
ま
で
の
試
合
を
着

実
に
勝
利
し
、
岐
阜
県
稲
羽
中
と
の
決
勝
に
臨

み
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
敗
れ
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

　
女
子
の
部

　
　
準
優
勝　
朝
日
中
学
校
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ　
第
48
回
全
日
本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

▲準優勝した朝日中学校女子ホッケー部のみなさん

　
9
月
2
日
、
県
立
ホ
ッ
ケ
ー
場
で
福
井
し
あ

わ
せ
元
気
国
体
の
開
幕
前
に
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
「
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
」
競
技

が
行
わ
れ
、
小
学
生
か
ら
成
人
ま
で
27
チ
ー

ム
、
２
３
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
初
め
て

ホ
ッ
ケ
ー
を
す
る
子
は
、
け
が
防
止
の
た
め
ユ

ニ
ホ
ッ
ク
を
体
験
し
ま
し
た
。
試
合
で
は
、
随

所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

福
井
国
体
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
「
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー
」「
ペ
タ
ン
ク
」

　

ま
た
、
織
田
中
央
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、

「
ペ
タ
ン
ク
」
競
技
が
行
わ
れ
、
大
会
・
交
流

の
部
合
わ
せ
て
56
チ
ー
ム
、
１
７
４
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
部
の
参
加
者
は
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
存
分
に
発
揮
し
、
優
勝
目
指
し
て
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
ペ
タ
ン
ク
を
体
験
す

る
人
は
、
そ
の
楽
し
さ
に
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
い

ま
し
た
。

▲一般の部（35歳以上）男子
　本気でシュート

▲体験の部　競技の様子

▲3年生以下の部　ユニホックに挑戦

▲大会の部　競技の様子

越前町出身の
三谷元

げん

騎
き

選手・渡辺晃
こう

大
た

選手出場

越前町出身の田中秋
あき

桜
お

選手出場

  三谷選手

  田中選手

  渡辺選手

予選グループリーグ順位　2位
準決勝　日本　1－0　パキスタン
決　勝　日本　6－6　マレーシア
　　　　 SO※ 3－1

※シュートアウト

予選グループリーグ順位　1位
準決勝　日　本　2－0　韓　国
決　勝　日　本　2－1　インド

結　果

結　果

8月20日〜 9月1日

8月19日〜 8月31日

三谷元騎選手（左）と渡辺晃大選手（右）

出場した田中秋桜選手

　今大会で金メダルを受賞された3人は、福井しあわせ元気国体ホッケー競技会に福井県
成年チームの選手として出場されます。福井国体でも素晴らしい活躍を期待しております。

ホッケー男子日本代表
史上初の金メダル！！

ホッケー女子日本代表
史上初の金メダル！！

第
18
回
ア
ジ
ア
競
技
大
会（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）結
果
報
告

　今があるのは、越前町の素晴らしい環境
でホッケーができたからです。この経験を
今後に生かしたいです。

　今大会で見つけた課題を克服し、東京五輪
でも活躍できるよう努力したいです。
　また、福井国体でもメンバーは違いますが、
チーム一丸となって闘いたいです。

　得たものが大きかった大会です。東京五輪では正ゴール
キーパーになって、金メダルを取りたいです。また、福井
国体でも活躍したいです。

　

9
月
12
日
、
丹
生
建
設
業
会
の
み
な
さ
ん

が
、
朝
日
地
区
の
消
火
栓
を
き
れ
い
に
塗
装
し

な
お
し
ま
し
た
。

　
活
動
当
日
は
、
30
人
が
参
加
し
、
約
50
個
の

消
火
栓
を
段
取
り
よ
く
、
赤
色
の
ペ
ン
キ
で
綺

麗
に
塗
り
な
お
し
、「
消
火
栓
」
の
文
字
も
白
字

で
目
立
つ
よ
う
に
書
き
な
お
し
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
景
観
の
維
持
や
安
心
・
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
県
の
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
大
作
戦
の
実
施
期
間
に
あ
わ
せ
て
毎
年

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
で
消
火
栓
を
き
れ
い
に
し
ま
し
た

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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越
前
町
身
体
障
害
者
協
会
事
務
局
長
の
松
山

岩
一
さ
ん
に
社
会
福
祉
法
人
日
本
身
体
障
害
者

団
体
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
の
表
彰
状
は
、
障
が
い
者
の
福
祉
向
上
や

権
利
擁
護
の
た
め
に
尽
力
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ

る
も
の
で
す
。

　
松
山
さ
ん
は
、
旧
朝
日
町
身
体
障
害
者
協
会

会
長
を
平
成
14
年
か
ら
平
成
17
年
ま
で
務
め
ら

れ
、
そ
の
後
は
越
前
町
身
体
障
害
者
協
会
事
務

局
長
と
し
て
、
町
の
障
が
い
者
福
祉
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞　
松
山
岩
一
さ
ん

▲表彰を受けた松山さん

　

７
月
14
日
、
名
古
屋
ロ
ー
ズ
コ
ー
ト
ホ
テ

ル
で
、
第
51
回
全
国
子
ど
も
会
育
成
中
央
会

議
・
研
究
大
会
が
行
わ
れ
、
宮
崎
支
部
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
が
、
全
国
子
ど
も
会
連
合

会
か
ら
団
体
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
の

健
全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
団
体
に
対
し
て

贈
ら
れ
る
賞
で
す
。

　
同
協
議
会
は
、
子
ど
も
た
ち
が
主
役
と
な
っ

て
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
小
中
学
生

リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
主
体
と
な
っ
て
「
み
や
ざ
き

コ
ミ
セ
ン
夏
ま
つ
り
」
や
「
壁
新
聞
づ
く
り
」

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

宮
崎
支
部
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会　
全
国
子
ど
も
会
連
合
会
よ
り
表
彰

▲代表で表彰を受けた武藤会長

　
8
月
9
日
、
西
日
本
豪
雨
被
災
地
の
復
旧
と

復
興
に
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
、
越
前
消
防

団
３
５
７
人
か
ら
集
め
た
西
日
本
豪
雨
義
援

金
18
万
円
を
、
久
保
福
治
団
長
と
上
平
俊
夫
副

団
長
が
内
藤
町
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
義
援
金
は
、
越
前
町
社
会
福
祉
協
議
会
、
福

井
県
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
、
被
災
地
と
被
災

さ
れ
た
み
な
さ
ん
へ
お
届
け
し
ま
す
。

　
越
前
消
防
団
の
「
少
し
で
も
復
興
復
旧
に
役

立
て
れ
ば
」
と
い
う
被
災
地
を
思
う
真
心
に
対

し
、
内
藤
町
長
は
、「
温
か
い
ご
支
援
、
大
変
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
」
と
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
ま
し
た
。

越
前
消
防
団　
豪
雨
被
災
地
へ
義
援
金
贈
呈

▲町長に義援金を渡す久保団長

　
8
月
27
日
、
県
中
部
地
区
郵
便
局
長
会
の
上

田
彦
哉
会
長（
鷹
巣
郵
便
局
長
）、
別
司
直
樹

厨
郵
便
局
長
、
岡
田
格
彦
四
箇
浦
郵
便
局
長

が
「
障
が
い
の
あ
る
人
や
高
齢
者
の
利
便
性
を

高
め
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
越
前
町
に
車
い
す
5
台
を
寄
贈
さ
れ
ま

し
た
。

　
車
い
す
の
寄
贈
は
、
福
井
市
と
丹
南
地
区
の

郵
便
局
長
で
組
織
さ
れ
た
県
中
部
地
区
郵
便
局

長
会
が
、
自
治
体
と
の
連
携
を
強
化
す
る
北
陸

郵
便
局
長
協
会
事
業
の
一
環
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
藤
町
長
は
「
車
い
す
の
需
要
は
大
き
く
、

町
内
の
施
設
に
配
置
し
、大
切
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

車
い
す
を
寄
贈　
県
中
部
地
区
郵
便
局
長
会

▲中央から右へ上田会長、別司局長、岡田局長

　

9
月
9
日
、
各
地
区
で
敬
老
会
が
開
か
れ
、

８
５
５
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た

▲宮崎地区 ▲朝日地区

▲織田地区 ▲越前地区

　
参
加
者
は
、
各
種
団
体
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

を
観
な
が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。

　
8
月
23
日
、
29
日
、
内
藤
町
長
ら
が
長
寿
者

の
お
宅
を
訪
問
し
、
お
祝
い
の
記
念
品
を
贈
り

ま
し
た
。

　
今
回
訪
問
し
た
み
な
さ
ん
は
、
今
も
現
役
で

農
作
業
や
趣
味
の
こ
と
を
さ
れ
て
い
る
人
が
多

く
、
い
き
い
き
と
過
ご
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様

子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
内
藤
町
長
が
「
ま
す
ま
す
元
気
で
長
生
き
し

て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る
と
、
み
な
さ
ん

元
気
に
は
つ
ら
つ
と
し
た
様
子
で
、
長
寿
の
秘

訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

今
年
、町
内
で
１
０
０
歳
を
迎
え
た
人
は
、

8
人
、米
寿（
88
歳
）を
迎
え
た
人
は
、１
６
８

人
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

長
寿
の
み
な
さ
ん
を
慶
祝
訪
問

▲88歳を迎えられた三村彌五兵衞さん、清子さん夫妻
　（岩開区）

　
8
月
19
日
、
越
前
町
母
子
寡
婦
福
祉
会
が
主

催
す
る
「
子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
」
が
開
か

れ
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
子
24
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
内
藤
町
長
と
一
緒
に
石
川

県
ま
で
バ
ス
で
出
か
け
、
午
前
は
ぶ
ど
う
園

で
、
ぶ
ど
う
狩
り
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
午
後
は
小
松
空
港
へ
行
き
、
行
き
交
う
飛
行

機
を
眺
め
た
り
、
航
空
プ
ラ
ザ
内
の
展
示
物
を

観
賞
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
町
長
と
一
緒
に
過
ご
し
た
一

日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
夏
休
み
後
半
の
楽

し
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
町
長
の
つ
ど
い
が
開
か
れ
ま
し
た

▲町長と楽しくおしゃべり

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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マイナちゃんの　ポイントマイナンバー
ちなみに…
食欲の秋。マイナちゃんの好きな食べ物は、
ラーメンです。（出典元　内閣府ホームページ）

ワン

今月のマイナンバーカード休日交付窓口は、10月28日（日）です。
ご予約は、26日（金）までに住民環境課（☎34–8708）へお願いします。

　

気
比
庄
区
で
は
、
平
成
30
年
度
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
（
宝
く
じ
助
成
）
の
採
択
を
受

け
、
若
八
幡
神
社
広
場
と
気
比
神
社
境
内
内
公

園
に
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
区
民

が
集
い
、
世
代
間
交
流
が
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
、
区
全
体
が
活
性
化

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
助
成

事
業
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
の
一

環
と
し
て
、（
一
財
）

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
行
っ
て
い
る
も
の

で
す
。 コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で
遊
具
を
設
置
し
ま
し
た

▲気比神社境内内公園 ▲若八幡神社広場

男女共同参画・人権のとびら
認
め
合

い  男女の心をつな

ぐ
ま
ち

ひ と

　えちぜん男女共同参画まちづくり推進員会では、「気づき事業」の実施を広く地域に呼び
かけています。
　「男女共同参画ってどんなこと？」という疑問に答え、その必要性に気づく機会を提供し、
地域や家庭など身近なところから実践につなげ、いきいきと魅力ある地域づくりや団体づ
くりを目指しています。
　講演会や研修会、座談会、地域などで気づき事業を実施される場合は、補助金（新規
30,000円・継続20,000円）の対象となる場合があります。お気軽にお問い合わせください。 

問合せ先　男女共同参画・人権室　 ☎34‒8715

～地域で、みんなで「気づき事業」～

Vol.27

企画書の提出
【補助金交付までの流れ】

補助金交付申請書の提出

実績報告書の提出（事業終了後2週間以内）

補助金交付決定通知

補助金交付確定通知

補助金交付

気づき事業の実施

▲女性による放水訓練の様子（西田中区気づき事業）

　福井しあわせ元気国体2018【ホッケー競技会】が10月4日（木）から10月8日（月）に
開かれます。
　競技会場付近には一般駐車場はございませんので、下記の臨時駐車場からシャトルバス
をご利用ください。

会期中は、午前7時40分から20分間隔で
運行いたします。

行き 帰り
町 営 球 技 場
（第１駐車場）

Ｊ Ａ 越 前 丹 生
（第２駐車場）

越 前 町 役 場
（第３駐車場）

道 の 駅
（競技会場付近）

行き（出発時間） 帰り（出発時間）
７　時 	 	 	 40 ７　時
８　時 	 00	 20	 40 ８　時 	 10	 30	 50
毎　時 	 00	 20	 40 毎　時 	 10	 30	 50

行　　　き 帰　　　り
日　付 始発便 最終便 日　付 始発便 最終便

10／ 4（木）

7：40

15：40 10 ／ 4（木）

8：10

16：30
10 ／ 5（金） 16：40 10 ／ 5（金） 17：50
10 ／ 6（土） 16：40 10 ／ 6（土） 17：50
10 ／ 7（日） 15：40 10 ／ 7（日） 16：30
10 ／ 8（祝） 12：00 10 ／ 8（祝） 14：30

●
プラント

ピア

●道の駅

競技会場
●越前町役場

●コンビニ ●JA越前丹生

●町営球技場

　多目的
●グラウンド至 越前海岸

至 鯖江市

シャトル乗降所

第３駐車場

第２駐車場

第 1駐車場

417

417

臨時駐車場のお知らせ
福井しあわせ元気国体ホッケー競技会

臨時駐車場

シャトルバス時刻表

10月4日（木）高円宮絢子女王殿下がホッケー競技をご観戦されます。

観戦予定   第4試合  少年女子1回戦の第3クォーター、第4クォーター

ALL ECHIZEN   で 応援します !
Make the best ! !　ホッケー少年男女 ! 成年男女！

お知らせ

　
9
月
2
日
、
鯖
江
・
丹
生
消
防
組
合
朝
日
分

遣
所
で
、「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ

ム
」
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
と

は
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
や
言
葉
を
う
ま
く
話

せ
な
い
人
が
、
消
防
車
や
救
急
車
を
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

機
能
を
使
っ
て
要
請
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
参
加
者
は
、
自
分
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
使
っ
て
、
実
際
の
操
作
方
法
を
学
ぶ
と
「
緊

急
時
に
素
早
く
通
報
が
で
き
る
た
め
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
」
と
手
話
で
語
り
ま
し
た
。

Ｎ
ｅ
ｔ
１
１
９
緊
急
通
報
装
置
シ
ス
テ
ム
の
説
明
会
が
行
わ
れ
ま
し
た

えちぜんまちの話題をお届けします T o p i c s
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災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
地

震
、
大
規
模
火
災
、
土
砂
災
害
を
想
定
し
た
越

前
町
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
今
回
の
防
災
訓
練
は
、
メ
イ
ン
会
場
を
宮
崎

地
区
と
し
、
避
難
訓
練
、
情
報
収
集
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　
避
難
訓
練
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
・
Ｋ
Ｄ
Ｄ

Ｉ
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
モ
バ
イ
ル
の
3
社
が
提
供

す
る
「
緊
急
速
報
メ
ー
ル
」
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
、
町
内
に
い
る
人
の
携
帯
電
話
に
訓
練

メ
ー
ル
を
一
斉
配
信
し
ま
す
。
ま
た
、
防
災
行

政
無
線
に
よ
る
訓
練
放
送
、
町
お
知
ら
せ
メ
ー

ル
の
一
斉
配
信
も
実
施
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の

ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
　
時

　
10
月
14
日
㈰　
午
前
7
時
～
10
時
30
分

　
防
災
行
政
無
線
の
訓
練
放
送

　
　
午
前
7
時
頃
（
地
震
を
想
定
）

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信

　
　
午
前
7
時
35
分
頃
（
地
震
を
想
定
）

　
町
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
の
一
斉
配
信

　
　
午
前
7
時
35
分
頃
（
地
震
を
想
定
）　

場
　
　
所

　
メ
イ
ン
会
場

　
　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館
駐
車
場

　
サ
ブ
会
場

　
　
宮
崎
地
区
以
外
で
選
定
し
た
区
の
集
会
施
設

平
成
30
年
度
越
前
町
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す※

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
町
お
知
ら
せ
メ
ー
ル
の

一
斉
配
信
と
防
災
行
政
無
線
の
訓
練
放
送

は
、
町
内
全
域
で
の
訓
練
と
な
り
ま
す
。

※
訓
練
で
の
配
信
、放
送
で
す
の
で
、実
際
の
災

害
と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド
で

あ
っ
て
も
、
受
信
す
る
と
受
信
音
が
鳴
り
ま

す
。
受
信
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か

じ
め
電
源
を
お
切
り
く
だ
さ
い
。

　
防
災
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
有
す
る
防
災

活
動
な
ど
の
指
導
的
な
役
割
を
担
う
人
材
を
育

成
し
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
る
た
め
、
防

災
士
の
資
格
を
取
得
で
き
る
地
域
防
災
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
が
開
か
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
を

受
け
、
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
に
よ
り
、
防
災

士
資
格
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
防
災

安
全
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日
・
場
所

　【
第
1
回
】

　
　
開
催
日　
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

　
　
会
　
場　
南
条
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
（
南
越
前
町
東
大
道
３
２‒

５
）

　【
第
2
回
】

　
　
開
催
日　
12
月
1
日
㈯
・
2
日
㈰

　
　
会
　
場　
小
浜
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
（
小
浜
市
遠
敷
８
４‒

３‒

４
）

　【
第
3
回
】

　
　
開
催
日　
12
月
8
日
㈯
・
9
日
㈰

　
　
会
　
場　
福
井
県
立
大
学
永
平
寺
キ
ャ
ン
パ
ス 

　
　
　
　
　
　
１
０
８
大
講
義
室

　
　
　
　
　
　
（
永
平
寺
町
松
岡
兼
定
島
４‒

１‒

１
）

　
※
各
会
場
と
も
定
員
は
１
０
０
人
程
度
で
す
。

研
修
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　【
1
日
目
】

　
　
午
前
9
時
15
分
～
午
後
5
時
30
分　
研
修

　【
2
日
目
】

　
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
40
分　
　
　
研
修

　
　
午
後
4
時
50
分
～
午
後
5
時
50
分　
試
験

受
講
に
お
け
る
注
意
点

◦
研
修
当
日
の
受
付
時
に
、
事
前
に
示
さ
れ

る
課
題
に
関
す
る
レ
ポ
ー
ト
の
提
出
が
必

要
で
す
。（
課
題
は
、
申
込
み
後
に
案
内
）

◦
防
災
士
資
格
証
の
申
請
に
は
、
消
防
署
が

実
施
す
る
「
普
通
救
命
講
習
」
を
修
了
し

て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

費
用
負
担

①
防
災
士
資
格
試
験
受
験
料　
　
　
3
千
円

②
防
災
士
資
格
認
証
登
録
料　
　
　
5
千
円

　
（
資
格
認
証
登
録
は
試
験
合
格
者
の
み
）

◦
資
格
認
証
登
録
を
さ
れ
た
人
は
、
町
が
全

額
補
助
し
ま
す
（
別
途
申
請
が
必
要
）。

申
込
み
方
法

◦
参
加
申
込
書
と
受
験
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
受
験
料
の
振
込
証
の
写

し
を
貼
り
付
け
、
防
災
安
全
課
ま
た
は
宮

崎
、越
前
、織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
と
振
込

証
は
こ
れ
ら
の
施
設
に
あ
り
ま
す
。）

◦
参
加
申
込
書
と
受
験
申
請
書
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◦
振
込
書
は
受
講
さ
れ
る
人
の
み
に
配
付
し

ま
す
の
で
、申
請
時
に
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

申
込
み
期
限

　【
第
1
回
】
10
月
16
日
㈫

　【
第
2
回
】
10
月
30
日
㈫

　【
第
3
回
】
11
月
6
日
㈫

問
合
せ
先
　
防
災
安
全
課　
☎
３
４‒

８
７
２
１

地
域
の
防
災
を
担
う
防
災
士
の
資
格
を
取
得
し
ま
せ
ん
か

～
福
井
県
地
域
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
～

　
9
月
9
日
に
福
井
新
聞
社
風
の
森
ホ
ー
ル
で

「
水
仙
娘
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
行
わ
れ
、
第
44
代

目
の
水
仙
娘
3
人
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
福
井
市

の
井
上
み
の
り
さ
ん（
26
歳
）、
越
前
町
の
芝

か
ん
な
さ
ん（
21
歳
）、
福
井
市
の
重
久
理
衣

子
さ
ん（
23
歳
）
で
す
。

　
3
人
は
、
12
月
15
日
㈯
か
ら
の
「
第
44
回
水

仙
ま
つ
り
」
に
向
け
て
、
県
内
・
中
京
・
関
西
・

東
京
へ
と
各
地
に
出
向
宣
伝
に
出
か
け
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
に
越
前
水
仙
や
水
仙
ま
つ

り
、
そ
し
て
越
前
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
全
国

の
み
な
さ
ん
に
発
信
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
越
前
海
岸
観
光
協
会
連
合
会

　
　
　
　
　
（
越
前
町
観
光
連
盟
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
７‒

１
２
３
４

「
第
44
代
目
の
水
仙
娘
」
が
決
定
し
ま
し
た

▲重久さん（左）、芝さん（中央）、井上さん（右）

▲第44回 越前海岸 水仙まつりポスター

　
平
成
31
年
4
月
に
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定

の
お
子
さ
ん
の
保
護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件

に
該
当
す
る
人
に
、
ラ
ン
ド
セ
ル
・
制
服
な
ど

入
学
に
必
要
な
も
の
の
購
入
費
用
を
、
入
学
前

（
3
月
）に
入
学
準
備
費
と
し
て
援
助
し
ま
す
。

受
給
要
件

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
越
前
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

②
お
子
様
が
平
成
31
年
4
月
に
小
・
中
学
校

に
入
学
予
定
の
人

③
就
学
援
助
制
度
の
認
定
基
準
に
該
当
す
る
人

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法

「
申
請
書
」
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

必
要
書
類
を
添
付
し
て
提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
学
校
教
育
課
ま
た
は
各
小
学
校

で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　
提
出
先

新
小
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課

新
中
学
1
年
生
…
学
校
教
育
課
ま
た
は
現
在

通
わ
れ
て
い
る
小
学
校

就
学
援
助
制
度 「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
等
準
備
費
」
の
ご
案
内

　
受
付
期
間

　
　
12
月
3
日
～
平
成
31
年
1
月
25
日

　
必
要
添
付
書
類

　
　
平
成
29
年
中
の
所
得
が
わ
か
る
も
の

※
生
計
を
同
一
に
し
、
所
得
の
あ
る
同
居

者
全
員
の
も
の

支
給
方
法

手
続
き
完
了
後
、
原
則
、
保
護
者
の
指
定
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

支
給
時
期

　
平
成
31
年
3
月
上
旬

注
意
事
項

◦
今
回
の
「
入
学
準
備
費
」
を
受
給
さ
れ
た

人
は
、
従
来
の
「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
等
」
の
支
給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦
入
学
準
備
費
の
支
給
を
受
け
た
あ
と
、
町

外
へ
転
出
し
、
4
月
に
町
内
の
学
校
へ
入

学
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、
入
学
準
備
費

を
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ
先　
学
校
教
育
課　
☎
３
４‒

８
７
１
６

　
新
成
人
の
門
出
を
祝
し
て
、
平
成
31
年
成
人

式
を
挙
行
し
ま
す
。　
　

日
　
　
時
　
平
成
31
年
1
月
13
日
㈰

　
受
　
付　
午
前
10
時
30
分
～

　
式
　
典　
午
前
11
時
～

場
　
　
所　
越
前
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

対
象
者

◦
平
成
10
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
11
年
4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
町
内
に
住
民
登
録

し
て
い
る
人

◦
町
内
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
人

平
成
31
年
成
人
式
の
お
知
ら
せ

通
知
の
発
送

　
11
月
下
旬

現
在
、
町
外
に
住
民
登
録
し
て
い
る
人
に
つ

い
て
は
、
中
学
校
在
籍
時
の
住
所
に
発
送
し

ま
す
。

問
合
せ
先

　
生
涯
学
習
課

　
☎
３
４‒

２
０
０
０

▲　昨年の訓練の様子　▲

祝成人
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I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせ



防災行政無線戸別受信機の設置をお願いします
防災行政無線テレフォンサービス（直近に放送した内容が確認できます）
☎34‒1444　☎34‒1445　☎34‒0866

消防署からのお知らせ
I n f o r m a t i o n  f r o m  f i r e  d e p a r t m e n t

安心と安全を守る　越前消防団　消防団員募集！

～あなたの命を守る住宅用火災警報器～

　現在、越前消防団では会社員、
自営業、学生などさまざまな職
種の人を消防団員として募集し
ています。

◦越前町内に居住、または
	 勤務されている人

◦年齢18歳以上の健康な人
（高校生は除く）

入　団　資　格

問合せ先　鯖江・丹生消防組合消防署	 丹 生 分 署　☎36‒0119
	 朝日分遣所　☎34‒0119
	 越前分遣所　☎37‒0119
	 http://www.fd-sabaenyu.jp/

　住宅用火災警報器は設置してから10年を目安に交換が必要です。
　『電池切れ』もしくは『電子部品の劣化』が予想されます。日頃
から点検を行ってください。

ビーッ

ビーッ

平成30年度 工事等発注一覧（予定価格250万円以上）  8月16日～9月15日
工　　　事　　　等　　　名 地　係 請負金額 請負業者名 主　管　課

平成30年度 織田児童館建設工事 織 田 44,280,000 オタ建設㈱ 福 祉 課

平成30年度 小曽原保育所保育室等床改修工事 小 曽 原 3,261,600 前田建設㈱ 福 祉 課

平成30年度 越前古窯博物館周辺駐車場整備工事（その１） 小 曽 原 4,693,680 西田中建設㈱ 商工観光課

平成30年度 越前古窯博物館周辺駐車場整備工事（その２） 小 曽 原 3,277,800 ㈱大生 商工観光課

平成30年度 福井総合植物園プラントピア湿地内木道改修工事 朝 日 3,315,600 ㈱大生 商工観光課

平成30年度 町道新庄気比庄線ほか消雪施設整備事業送・散水管敷設
工事（その１） 気 比 庄 11,912,400 越前電気㈱ 建 設 課

平成30年度 町道新庄気比庄線ほか消雪施設整備事業送・散水管敷設
工事（その２） 気 比 庄 14,256,000 ㈱丸安建設 建 設 課

平成30年度 気比庄第１団地解体工事 気 比 庄 7,560,000 丸善工務店㈱ 定住促進課

平成30年度 越前町統合学校給食センター（仮称）周辺整備工事その２ 江 波 2,556,360 ㈱大生 学校教育課

　

平
成
31
年
度
に
保
育
所（
園
）へ
入
所
予
定

の
児
童
の
申
込
み
受
付
を
行
い
ま
す
。
入
所
を

希
望
す
る
保
護
者
は
、
入
所
申
込
書
な
ど
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

入
所
希
望
す
る
保
育
所（
園
）が
定
員
に
達

し
た
場
合
、
ま
た
は
同
じ
保
育
年
齢
の
入
所
希

望
者
が
多
数
の
場
合
な
ど
は
、
第
2
希
望
に
お

願
い
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

配
布
日

　
10
月
3
日
㈬
～

受
付
期
間

　
10
月
22
日
㈪
〜
11
月
5
日
㈪

　
（
開
庁
時
間
の
み
、
土
日
・
祝
日
除
く
）

配
布
・
受
付
場
所

福
祉
課

宮
崎
・
越
前
・
織
田
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

平
成
31
年
度　
保
育
所（
園
）入
所
手
続
き
の
ご
案
内

注
意
事
項

※
郵
送
で
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

※
兄
弟
姉
妹
で
も
同
じ
保
育
所（
園
）に
入
所

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
他
市
町
の
保
育
所（
園
）を
希
望
す
る
場
合
も
、

提
出
し
く
だ
さ
い
。

※
4
月
か
ら
で
は
な
く
、
年
度
の
途
中
に
入
所

を
希
望
す
る
場
合
も
、
今
回
の
受
付
期
間
内

に
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
現
在
の
保
育
所（
園
）か
ら
別
の
保
育
所（
園
）

へ
転
園
を
希
望
す
る
場
合
も
、
新
規
入
所
と

し
て
取
り
扱
い
ま
す
の
で
、
再
度
入
所
申
込

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
31
年
度
中
に
出
生
や
転
入
予
定
で
、
入

所
希
望
の
場
合
も
入
所
申
込
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

継
続
入
所
者

平
成
30
年
度
か
ら
継
続
し
て
現
在
の
保
育
所

（
園
）に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、
各
保

育
所（
園
）か
ら
現
況
届
を
お
渡
し
し
ま
す

の
で
、
期
限
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
町
で
は
、
先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
戦
没

者
の
追
悼
と
次
の
世
代
へ
の
平
和
社
会
の
継
承

を
目
的
に
「
越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
」
を
行
い

ま
す
。 平

成
30
年
度
越
前
町
戦
没
者
追
悼
式
の
お
知
ら
せ

　
戦
没
者
遺
族
の
人
に
は
、
越
前
町
遺
族
連
合

会
か
ら
、バ
ス
運
行
な
ど
の
連
絡
が
あ
り
ま
す
。

日　
　
時　
10
月
19
日
㈮　
午
後
1
時
30
分

場　
　
所　
越
前
町
陶
芸
村
文
化
交
流
会
館

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
町
で
は
、
保
育
所
・
児
童
館
の
嘱
託
職
員
を

募
集
し
ま
す
。

募
集
受
付
期
間

　
10
月
1
日
㈪
〜
10
月
19
日
㈮

（
開
庁
時
間
の
み
、
土
日
祝
日
を
除
く
）

※
募
集
数
に
達
し
た
場
合
は
、受
付
期
間
中
で

あ
っ
て
も
募
集
を
締
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

　
①
保
育
士　
1
人

　
②
放
課
後
児
童
支
援
員　
1
人

職
務
内
容

　
①
保
育
所
で
の
保
育
業
務

　
②
児
童
ク
ラ
ブ
で
の
放
課
後
支
援

雇
用
期
間
（
①
・
②
と
も
）

　
採
用
決
定
後
～
平
成
31
年
3
月
31
日

必
要
資
格

　
①
保
育
士

②
保
育
士
・
幼
稚
園
・
小
中
学
校
教
諭
の

　
い
ず
れ
か
の
資
格

勤
務
地

　
①
朝
日
西
保
育
所

　
②
宮
崎
児
童
館

勤
務
時
間
な
ど

　
①
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　
　
（
月
～
金
）

　
②
午
後
1
時
〜
6
時
（
月
～
土
）

　
　
午
前
8
時
～
午
後
6
時
の
う
ち
8
時
間

　
　
（
学
校
の
長
期
休
暇
中
）

　
※
祝
日
・
年
末
年
始
は
休
日
で
す
。

越
前
町
嘱
託
職
員
（
保
育
所
・
児
童
館
）
募
集
の
お
知
ら
せ

賃
金
（
①
・
②
と
も
）

　
時
間
給
１
，０
０
０
円

通
勤
手
当
（
①
・
②
と
も
）

　
職
員
の
通
勤
手
当
に
準
ず
る

社
会
保
険
な
ど
（
①
・
②
と
も
）

　
健
康
保
険
、厚
生
年
金
、雇
用
保
険
、労
災

応
募
書
類

　
履
歴
書（
写
真
添
付
）　
資
格
証
の
写
し

選
考
方
法　
面
接

都
合
の
良
い
日
・
時
間
に

保
育
所
や
児
童
館
で
働
き
ま
せ
ん
か
？

　
町
で
は
、保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
い
る
人

で
、毎
日
や
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
く
の
は
無
理
で

も
、空
い
た
時
間
に
週
1
〜
3
日
く
ら
い
ま
で

な
ら
働
け
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

必
要
資
格　
保
育
士

勤
務
地　
町
内
の
公
立
保
育
所
、
児
童
館

賃　
　
金　
時
間
給　
１
，０
０
０
円

社
会
保
険
な
ど　
な
し

応
募
書
類　
履
歴
書
（
写
真
添
付
）

　
　
　
　
　
資
格
証
の
写
し

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
福
祉
課　
☎
３
４‒

８
７
２
５

　
交
通
安
全
協
会
で
は
、
交
通
事
故
防
止
と
運

転
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
運
転

者
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

　
当
日
は
、
受
講
カ
ー
ド
を
持
参
し
、
受
付
で

受
講
済
の
押
印
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

　
朝
寿
殿

　
　
10
月
18
日
㈭　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

運
転
者
講
習
会
を
受
講
し
ま
し
ょ
う

　
越
前
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
　
糸
生
分
館

　
　
10
月
19
日
㈮　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

　
サ
ン
ラ
イ
ズ
織
田

　
　
10
月
23
日
㈫　
午
後
7
時
〜
8
時
30
分

　
宮
崎
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
10
月
25
日
㈭　
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

問
合
せ
先

　
鯖
江
交
通
安
全
協
会　
☎
５
２‒

８
０
４
０
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秋の満喫まつり
～この秋きっと！あなたはもっと植物園に行きたくなる～

　
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
の
収
益
金
は
、
市
や
町
の
明
る
く
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
県
内
の
市
町
に
あ
る
宝
く
じ
売
り
場
で
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

販
売
期
間　
10
月
1
日
㈪
〜
10
月
23
日
㈫

問
合
せ
先　
（
公
財
）
福
井
県
市
町
振
興
協
会

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
６‒
５
７‒

１
６
３
３

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン
ボ
は
県
内
の
市
町
で
購
入
を

　

農
林
水
産
省
で
は
、
２
０
１
８
年
漁
業
セ

ン
サ
ス
を
平
成
30
年
11
月
1
日
現
在
で
実
施
し

ま
す
。

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」
は
、
我
が
国
漁
業
の
生

産
構
造
、
就
業
構
造
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も

に
、
漁
村
、
水
産
物
流
通
・
加
工
業
な
ど
の
漁

業
を
と
り
ま
く
実
態
と
変
化
を
総
合
的
に
把
握

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
統
計
法
に
基
づ
い
て
5

年
ご
と
に
行
う
大
規
模
な
調
査
で
す
。

　
10
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
漁
業
関
係
者
を
訪

問
し
ま
す
の
で
、
調
査
票
に
漁
業
の
操
業
状
況

な
ど
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
０
１
８
年
漁
業
セ
ン
サ
ス
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
オ
ン

ラ
イ
ン
で
の
回
答
も
可
能
で
す
。

　
調
査
結
果
は
、
統
計
を
作
成
す
る
た
め
だ
け

に
使
わ
れ
ま
す
。
統
計
調
査
員
や
調
査
関
係
者

が
、
個
人
の
調
査
内
容
を
漏
ら
し
た
り
、
課
税

な
ど
そ
の
他
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　
「
漁
業
セ
ン
サ
ス
」は
、漁
業
の
現
状
を
知
り
、

将
来
を
考
え
る
た
め
の
大
切
な
調
査
で
す
。

　
回
答
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
総
務
課　
☎
３
４‒

８
７
０
０

　
国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
20
歳
か

ら
60
歳
ま
で
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
す
る
よ
う

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
老
後
の
所
得
保
障

だ
け
で
な
く
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
私
た

ち
の
生
活
の
安
定
が
損
な
わ
れ
な
い
よ
う
、
支

え
合
う
制
度
で
す
。

20
歳
に
な
っ
た
ら
「
国
民
年
金
」

　
学
生
や
収
入
が
少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
人
は
、
学
生
納
付
特
例
や
納
付
猶
予
な
ど

保
険
料
の
支
払
い
を
猶
予
す
る
制
度
が
あ
り
ま

す
の
で
、
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
と
あ
わ
せ

て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
健
康
保
険
課　
☎
３
４‒

８
７
１
０

　
最
近
、
犬
の
ふ
ん
が
道
端
や
公
園
な
ど
に
放

置
さ
れ
て
い
る
と
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

ふ
ん
が
放
置
さ
れ
て

い
る
の
は
、
住
民
に

と
っ
て
不
快
な
も
の
で

あ
り
、
衛
生
面
で
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。

　

飼
い
犬
の
ふ
ん
の
始

末
は
、
飼
い
主
が
責
任

　
働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
の
た

め
の
出
張
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
就
職
に
つ
い

て
一
人
で
悩
ん
で
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
悩
み
を
抱
え
て
い
る
ご
本
人
や
ご
家
族
か
ら

の
相
談
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
応
じ
ま
す
。

日　
　
時

　
10
月
26
日
㈮　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
4
時

場　
　
所

　
武
生
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
（
越
前
市
高
瀬
）

犬
の
ふ
ん
の
後
始
末
に
つ
い
て

働
く
こ
と
に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
若
者
の
た
め
の
「
出
張
相
談
会
」

を
も
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
飼
い
犬
と
散
歩

を
す
る
と
き
は
、
首
輪
や
リ
ー
ド
を
つ
な
ぎ
、

ふ
ん
を
し
た
場
合
す
ぐ
に
回
収
が
行
え
る
よ

う
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
の
道
具

を
携
帯
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
屋
外
で
お
し
っ
こ
を
し
た
場
合
で

も
、
臭
い
が
残
ら
な
い
よ
う
、
水
で
洗
い
流
し

て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　
住
民
環
境
課　
☎
３
４‒

８
７
０
８

対　
象

　
15
歳
〜
39
歳
ま
で
の
就
職
を
希
望
す
る

　
若
者
お
よ
び
そ
の
ご
家
族
な
ど

内　
　
容

　
就
労
に
関
す
る
個
別
相
談
（
相
談
無
料
）

※
事
前
に
予
約
し
て
い
た
だ
く
と
ス
ム
ー
ズ

に
ご
相
談
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先

　
ふ
く
い
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　
（
サ
ポ
ス
テ
ふ
く
い
）

　
☎
０
７
７
６‒

２
１‒

０
３
１
１

　
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
不
満
が
あ
る
、
手

続
き
の
仕
方
や
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か

わ
か
ら
な
い
な
ど
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
行
政
相
談
委
員
が
公
正
・
中
立
な
立
場
か

ら
問
題
解
決
の
お

手
伝
い
を
し
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

10
月
15
日
か
ら
21
日
は
行
政
相
談
週
間
で
す日　

　
時　
10
月
16
日
㈫　
午
後
1
時
〜
4
時

場　
　
所　
越
前
町
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
大
橋
直
之
氏　

　
　
　
　
　
織
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
冨
田
一
茂
氏　

※
こ
れ
以
外
に
も
、
定
期
的
に
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　
町
長
公
室　
☎
３
４‒

８
７
２
８

▲行政相談マスコットキャラ
クター「キクーン」

　プラントピアでは、10月31日（水）までの期間、秋をテーマに講演会や色々なイベントを開きます。また、
国体開催期間はより多くのお客様にお越しいただけるよう植物園を無料開放しますので、秋を感じる植物
園へぜひお越しください。

問合せ先　福井総合植物園プラントピア　☎34–1120

き　の　こ　観　察　会
　秋は野山でたくさんのきのこが見られる季節です。きのこ専門家の橋屋誠先生を
お招きし、きのこの観察会を開きます。いろいろなきのこを観察して、生き物とし
てのきのこを学びます。（きのこの食毒の見分け方の講座ではありません。）

日　時　10月14日（日）　午前9時～午後3時

内　容　野外観察　きのこ同定会
	（採集したきのこの名前付け）
※荒天時は、きのこ講演会
　昼食時、植物館できのこ汁の試食も
　あります。

服　装	 歩きやすい格好、軍手、手提げ袋、
新聞紙、雨具、昼食など

定　員　50人（事前の予約が必要です）

参加費　500円（入園料込）

秋 の 寄 せ 植 え 教 室
秋の寄せ植え教室をプラントピアで楽しみませんか？体験者を募集中ですので、ぜひご参加ください。

花の寄せ植え教室　10月28日（日）
時　間　①午前10時～正午
　　　　②午後1時30分～ 3時30分
場　所　植物館1階　第1研修室
定　員　各20人（要予約）
参加費　1,000円（入園料込）
講　師　小林　鈴子氏

国 体 応 援 無 料 開 放
　福井国体ホッケー競技開催期間中、入園無料になります。園内を巡ってクイズを解いていくクイズ
ラリーやまが玉づくりなどの体験が楽しめます。また、エントランス広場は国体を観戦されるお客様
がゆっくりくつろげる休憩スペースもご用意しました。
日　時　10月4日（木）～ 8 日（月・祝）　午前9時～午後5時まで

クイズラリー
クイズを解いてステキな景品を
もらおう♪

まが玉つくり
世界にひとつだけのまが玉を
作ろう	  （1個100 円）

10月6日（土）
限定

ハロウィンパーティー
10月31日（水）までの期間プラントピアでハロウィンパーティーを開催中です。

ハロウィンスタンプラリー
植物館内に隠れているモンスター
を見つけたらプレゼントがもらえ
るよ。

ハロウィン壁掛け
ハロウィン壁掛けを作ってハロ
ウィン気分を盛り上げよう。

（参加費：500円、入園料別）

入園料　大人 300円　中高生 200円　小学生 100円 （※10月4日～ 8日の国体期間中は入園無料）

多肉植物の寄せ植え教室　10月27日（土）
時　間　①午前10時～正午
　　　　②午後1時30分～ 3時30分
場　所　植物館1階　第1研修室
定　員　各20人（要予約）
参加費　1,500円（入園料込）
講　師　伊豆蔵　真由子氏

広報 えちぜん17 平成30年10月号 広報 えちぜん 16平成30年10月号

I n f o r m a t i o nえちぜん町からのお知らせみんな集まれ



苗箱に夢を持ちつつ種落とす	 富田コズエ
平凡な日々こそ運の良い証	 渡辺　照子川 柳 人間の知恵忘却の術がある	 嶋田富士雄

身を挺し地域づくりの苗となる	 笹下　利行川 柳

■
好
奇
心
旺
盛
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の
が
大
好
き
な

　
竹
内
さ
ん

　
今
年
４
月
に
福
井
銀
行
に
就
職
し
、
社
会
人
１
年
目
の
竹
内
さ
ん
は
窓
口
業
務
を
担
当
し

て
い
ま
す
。
県
外
の
大
学
に
進
学
し
、
就
職
活
動
中
に
自
分
を
見
つ
め
直
し
た
と
き
、
自
分
は

福
井
が
好
き
で
、
福
井
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
福
井
に
戻
る
こ

と
を
決
め
て
、
福
井
銀
行
に
就
職
し
た
そ
う
で
す
。

　
仕
事
は
、「
い
つ
も
笑
顔
で
元
気
よ
く
！
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
笑
顔
と
元
気
は
誰
に
も
負
け
な
い

よ
う
に
と
心
が
け
、
一
日
も
早
く
、
正
確
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
仕
事
を
こ
な
し
、
自
信
を
持
っ
て

業
務
を
行
う
こ
と
で
お
客
さ
ま
の
力
に
な
り
た
い
と
、
と
て
も
意
欲
的
で
す
。

　
お
客
さ
ま
も
先
輩
も
優
し
く
、
と
て
も
温
か
い
職
場
だ
と
実
感
し
て
い
て
、
お
客
さ
ま
が
笑

顔
で
帰
っ
て
く
だ
さ
る
と
き
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
越
前
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
人
が
優
し
い
と
こ
ろ
と
自
然
が
豊
か
な
と
こ
ろ
で
、
お
客
さ
ま

か
ら
い
つ
も
元
気
を
も
ら
い
、
青
い
空
と
緑
に
癒
さ
れ
、
毎
朝
職
場
に
向
か
う
の
が
楽
し
い
そ

う
で
す
。

　
趣
味
は
旅
行
と
野
球
観
戦
。
最
近
は
海
に
行
っ
た
り
、
カ
フ
ェ
に
行
っ
た
り
と
ア
ウ
ト
ド
ア

も
好
き
で
、
休
日
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
活
動
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

■
こ
れ
か
ら
就
職
す
る
人
に
向
け
て
一
言

　
新
し
い
環
境
は
大
変
だ
と
思
い
ま
す
が
、
初
心
を
忘
れ
ず
一
緒
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。
社
会

人
生
活
を
気
持
ち
よ
く
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
に
、
就
職
ま
で
の
時
間
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

株式会社　福井銀行朝日町支店

竹
た け

内
う ち

  沙
さ

織
お り

さん
（23歳　越前市在住）

輝いてます！

働く若者

Shining
working youth

第8回

　
道
の
駅「
越
前
」に
働
く
車
が
大
集
合
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
車
に
乗
っ
て
み
よ
う
。
楽
し
い
、

お
い
し
い
、お
得
と
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

日　
時

　
10
月
21
日
㈰　
午
前
9
時
～
午
後
4
時

場　
所

　
道
の
駅
「
越
前
」
に
ぎ
わ
い
広
場

内　
容

◦
消
防
・
自
衛
隊
・
除
雪
車
両
な
ど
働
く
車

が
大
集
合

◦
新
鮮
競
り
市

◦
つ
き
た
て
お
餅
ふ
る
ま
い

◦
海
鮮
輪
投
げ
大
会

◦
わ
く
わ
く
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
抽
選
会

◦
グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー

働
く
乗
り
物
大
集
合
in
越
前

問
合
せ
先

　
道
の
駅
「
越
前
」　
☎
３
７‒

２
３
６
０

　
11
月
1
日
は
、「
灯
台
の
日
」
で
す
。
県
内
で

最
も
大
き
く
、
初
点
か
ら
78
年
目
を
迎
え
る
歴

史
あ
る
灯
台
で
あ
る
「
越
前
岬
灯
台
」
を
一
般

公
開
し
ま
す
。

　
灯
台
の
中
の
施
設
や
灯
器
、
そ
の
他
い
ろ
い

ろ
展
示
し
て
い
ま
す
。

日　
　
時　
11
月
3
日
㈯

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場　
　
所　
越
前
岬
灯
台

　
　
　
　
　
（
越
前
岬
水
仙
ラ
ン
ド
内
）

入
場
料　
無
料

※
天
候
な
ど
に
よ
り
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先　
敦
賀
海
上
保
安
部 

交
通
課

　
　
　
　
　
☎
０
７
７
０‒

２
２‒

４
１
７
９

越
前
岬
灯
台
一
般
公
開
の
ご
案
内

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
と
は
、『
で
き
る
親
切

は
み
ん
な
で
し
よ
う
。
そ
れ
が
社
会
の
習
慣
と

な
る
よ
う
に
』
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し
て
い
る

社
会
運
動
で
す
。

日　
　
時　
10
月
20
日
㈯

　
　
　
　
　
　
受
付　
午
後
0
時
30
分
～　

　
　
　
　
　
　
開
式　
午
後
1
時
～

会　
　
場　
カ
メ
リ
ア
ホ
ー
ル

内　
　
容　
越
前
町
民
混
声
合
唱
団

　
　
　
　
　
「
ニ
ュ
ー
エ
コ
ー
ズ
」
の
合
唱

　
　
　
　
　
表
彰
状
贈
呈
・
受
賞
作
文
朗
読

平
成
30
年
度
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
推
進
県
民
の
つ
ど
い
の
お
知
ら
せ

記
念
公
演　
午
後
2
時
45
分
～

〜
越
前
町
に
お
け
る
伝
統
芸
能
と
青
少
年
教
育
〜

　
　
解
説　
越
前
町
教
育
長　
久
保
理
惠
子

　
演
目

　
　
【
幸
若
舞
】
幸
若
舞
の
里
づ
く
り
会
・

　
　
　
宗
生
流
剣
詩
舞
道
会
「
幸
若
の
会
」

　
　
【
宮
崎
物
語
】
宮
崎
中
学
校
宮
崎
物
語
部

　
　
【
明
神
ば
や
し
】
明
神
ば
や
し
保
存
会

問
合
せ
先

　
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
越
前
町
支
部
事
務
局

　
☎
３
６‒

２
１
０
０

　
「
越
前
焼
」
の
里
で
あ
る
越
前
陶
芸
村
に
、

県
内
外
の
「
や
き
も
の
」
産
地
か
ら
窯
元
の
作

品
が
集
ま
り
ま
す
。
お
い
し
い
食
べ
物
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
も
充
実
。
公
園
内
を
の
ん
び
り
散

策
し
な
が
ら
お
気
に
入
り
の
器
を
じ
っ
く
り
選

ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
つ
き
た
て
餅
の
ふ
る
ま
い
、
と
れ
た
て
野
菜

の
販
売
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
、
ヤ
ギ
と
の
ふ
れ
あ

い
広
場（
21
日
の
み
）、秋
季
茶
会（
21
日
の
み
）

な
ど
、
お
子
様
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る

企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

今
年
の
秋
季
陶
芸
祭
は
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
（
リ

ニ
ュ
ー
）
と
連
携
し
ま
す
。
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｗ
は
、

”見
て
・
知
っ
て
・
体
験
す
る
“
作
り
手
た
ち

と
つ
な
が
る
体
感
型
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
い
う
コ
ン

セ
プ
ト
で
、
毎
年
10
月
に
鯖
江
市
河
和
田
地
区

を
中
心
に
開
催
さ
れ
る
工
房
見
学
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
年
は
、
伝
統
工
芸
の
産
地
と
し
て
越
前

焼
も
加
わ
り
ま
す
。

　

秋
季
陶
芸
祭
で
は
連
携
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

オ
ー
プ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
陶
芸

村
内
の
3
窯
元
を
見
学
し
、
作
り
手
と
直
接
対

話
し
、
も
の
づ
く
り
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ

け
ま
す
。

日　
　
時　
10
月
20
日
㈯
、
21
日
㈰　
　
　
　

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
　
所　
越
前
陶
芸
村

問
合
せ
先　
越
前
秋
季
陶
芸
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
福
井
県
陶
芸
館
内
）

　
　
　
　
　
☎
３
２‒

２
１
７
４ 

第
8
回
越
前
秋
季
陶
芸
祭　
―
Ｐ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｙ 

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
―

▲窯元と対話しながらお気に入りの器を探そう

　
商
工
会
で
は
、今
年
も
商
工
祭
を
開
き
ま
す
。

　
10
月
13
日
㈯
か
ら
20
日
㈯
ま
で
、
対
象
の
お

店
で
５
０
０
円
お
買
い
物
ご
と
に
抽
選
補
助

券
を
1
枚
進
呈
し
ま
す
。
補
助
券
を
10
枚
集
め

て
い
た
だ
く
と
抽
選
会
に
参
加
で
き
ま
す
。
対

象
店
舗
は
、商
工
祭
の
ポ
ス
タ
ー
が
目
印
で
す
。

日　
時　
10
月
21
日
㈰

　
　
　
　
午
前
10
時
～
午
後
4
時

場　
所　
劒
神
社
境
内

内　
容　
◦
抽
選
会

　
　
　
　
◦
会
員
事
業
所
の
出
展
、
販
売

　
　
　
　
◦
津
軽
三
味
線
、
和
太
鼓
演
奏

　
　
　
　
◦
雅
楽
な
ど

２
０
１
８
越
前
町
商
工
祭
の
ご
案
内

問
合
せ
先

　
越
前
町
商
工
会　
☎
３
６‒
０
８
０
０
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こちら健康増進係 みなさんの健康づくりを応援します！第37回
H e a l t h  P r o m o t i o n  e n g a g e m e n t

同じ種中から苗の出来不出来	 武藤　久子
今聞いて解ったつもりもう忘れ	 山内　千代川 柳 いい運が欲しくてつるす二人の手	 山田千栄子

炎天下悲鳴上げてるキャベツ苗	 松村　典子川 柳

　
福
井
県
陶
芸
館
の
人
間
国
宝
シ
リ
ー
ズ
第
4

弾
と
し
て
近
藤
悠
三
の
作
品
展
示
を
行
い
ま
す
。

　

独
特
な
染
付
を
確
立
し
た
近
藤
悠
三
は
、

１
９
７
７
年
に
重
要
無
形
文
化
財
『
染
付
』

保
持
者
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。「
器
用
で
は
な

い
、
”鈍
“
だ
か
ら
こ
そ
思
い
も
よ
ら
な
い
作

品
が
で
き
た
」「
鈍
が
固
ま
っ
て
花
が
咲
き
か
け

よ
っ
た
。」
と
自
身
を
語
っ
た
近
藤
悠
三
の
作

品
58
点
を
紹
介
し
ま
す
。

■
1
階
ロ
ビ
ー
に
て
記
録
映
画
を
上
映
（
無
料
）

　
上
映
作
品
「
呉
須
三
昧
―
近
藤
悠
三
の
世
界
―
」

会　
　
期　
10
月
6
日
㈯
〜
12
月
2
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
（
最
終
入
館
は
午
後
4
時
30
分
）

場　
　
所　
福
井
県
陶
芸
館 

資
料
館

観
覧
料　
一
般
３
０
０
円
、

　
　
　
　
　
高
校
生
以
下
無
料

問
合
せ
先　
福
井
県
陶
芸
館　
☎
３
２‒

２
１
７
４

人
間
国
宝　
近
藤
悠
三　
― 

鈍 

固
ま
り　

花 

開
く 

―

▲柘榴染附壷

　

電
動
ろ
く
ろ
で
越
前
焼
の
作
品
づ
く
り
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
！
1
組
あ
た
り
5
、
6
個
の
作
品

が
作
れ
ま
す
の
で
、
グ
ル
ー
プ
参
加
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
初
め
て
の
人
も
ス
タ
ッ
フ
が
し
っ
か
り
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

日　
　
時　
10
月
28
日
㈰

　
　
　
　
　
午
前
の
部　
午
前
9
時
15
分
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
の
部　
午
後
1
時
15
分
〜
4
時

場　
　
所　
福
井
県
陶
芸
館　
陶
芸
教
室

定　
　
員　
各
回
6
組　
計
12
組

　
　
　
　
　
（
1
組
1
人
〜
3
人
）

参
加
費　
1
組
４
，０
０
０
円

問
合
せ
先　
福
井
県
陶
芸
館　
☎
３
２‒

２
１
７
４

は
じ
め
て
の
電
動
ろ
く
ろ
体
験
講
座

▲越前焼の粘土の感触を楽しもう！

10月の休館日　1・9・15・22・29日　　開館時間　午前9時 ～午後5時（最終入館は午後4時30分）

越前陶芸村文化交流会館を楽しもう！　10月のイベント情報

問合せ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　☎32‒3200
問合せ先　健康保険課　☎34–8710

　10月は、がん検診受診率50％キャンペーン月間です。近年、国民の2人に1人が、“がん”になり、3人
に1人が“がん”で亡くなっています。
　がんは遺伝するというイメージが大きいですが、遺伝によるがんはわずか5％で、男性の約5割、女性の
約3割が生活習慣（タバコ、食生活、運動不足、過度の飲酒など）や感染が原因であることの方が多くなっ
ています。しかし、生活習慣の改善に心がけたとしても、がんにかかるリスクをゼロにすることはできま
せん。そこで重要となるのが、がん検診です。 がんは、早期発見できれば90％以上が治ります。

　インフルエンザは、かぜとは別の病気で症状や感染力も強く、ときに重症化して命に関わることもある
感染症です。インフルエンザの流行シーズンを迎える前にワクチンを接種しましょう。対象の人には、イ
ンフルエンザ予防接種費用の助成を行います。

対 象 者	 ①町内に住所を有する65歳以上の人
	 　（昭和29年1月31日までに生まれた人にはがき（接種券）で通知します）

②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器、免疫の機能不全を主因として障害1級の認定
を受けている人（接種を希望する人は、健康保険課までお問い合わせください。）

接 種 期 間	 10月1日から平成31年1月31日まで（休日を除く）

接 種 回 数	 1回

接 種 場 所	 越前町、鯖江市、越前市、南越前町、池田町の指定医療機関

自己負担金	 2,000円
※助成を希望する人は、事前に医療機関に予約して、はが

き（接種券）を持って接種してください。
※指定医療機関以外で接種する場合は、自己負担額が高く

なることがあります。

がん検診　愛する家族への　贈り物

高齢者インフルエンザ予防接種費用助成のお知らせ

  いきいき健康フェア
　10月27日（土）	 午前10時30分～午後0時30分
	 越前町生涯学習センター

  健康公開講座
　10月27日（土）	 午後1時～午後3時30分　　
	 カメリアホール

今月の健康チャレンジ　　　

※いきいき健康フェア・健康公開講座の詳細は、折込チラシをご覧ください。

あなたを必要としている
人のためにも、がん検診

を受けませんか ?

陶　と「小さな花」と　花

会　期　10月8日（月・祝）
時　間　午後1時30分～
参加費　800円

　ご用意いただくものはありませんので、
気軽に手ぶらでいらしてください。
　ご予約は当館までご連絡ください。

小さな器に小さなお花をいけて
暮らしに彩りを…

　 越前焼を使った日々の食卓を彩る
ヒントや提案がいっぱいのテーブル
コーディネートで、秋の味覚を楽し
む特別な器に出会えるかも。

会　期　開催中～ 10月28日（日）
休館日　1日・9日・15日・22日
時　間　午前9時〜午後5時
　　　　（最終入館は午後4時30分）
場　所　越前陶芸村
　　　　文化交流会館ロビー
入館料　無料

【展示作品はご購入いただけます】

美味しい器展2018
おいしい食事は、
おいしい「器」で…。

10
ポイント
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愛込めて育てた苗の実に笑顔	 向当みつ子
寝食を忘れて熱く語り合う	 原　　榮子川 柳 良き友の巡り合わせに感謝する	 山谷　ゆり

未熟児の苗に命を繋ぐ水	 司辻　文子川 柳

こころとからだのカレンダー

♠休日当番医
10月 7 日㈰ 織田病院 ☎36–1000
10月 8 日㈪ 長田内科胃腸科医院 ☎32–2774
10月14日㈰ 織田病院 ☎36–1000
10月21日㈰ 伊部病院 ☎34–0220
10月28日㈰ 両林医院 ☎37–0005

♥離乳食教室（予約制）
10月 2 日㈫ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥マタニティスクール（予約制）
10月14日㈰ 午前 9 時30分～正午 織田コミュニティセンター

♥助産師さんとの座談会（予約制）
10月29日㈪ 午前 9 時30分～正午 宮崎コミュニティセンター

♥3歳児健診
10月18日㈭ 午後 1 時～ 4 時 織田コミュニティセンター

健診※ 肺がん 胃がん 乳がん 子宮頸がん 歯科検診

10月12日㈮ 午後 1 時～ 2 時 越前町生涯学習センター糸生分館 ● ● ● ●

10月14日㈰
午前 8 時30分～ 11時

宮崎コミュニティセンター
● ● ● ●

午前 9 時～ 10時 ●

11月 4 日㈰
午前 8 時30分～ 11時

朝日保健センター（朝寿殿）
● ● ● ● ●

午前 9 時～ 10時 ●
 ※　肝炎検査・ピロリ菌検査・前立腺がん検診もあわせて実施。 

♠集団健診日程（予約制）

♦介護おはなし会
10月25日㈭ 午後 1 時～ 3 時 織田コミュニティセンター

♦わいわい広場（子育てサロンのお部屋開放）
毎週水、金曜日　子育てサロンの後　午後 2 時まで 社会福祉センター
第1 〜 4土曜日　午前 9 時30分〜午後 2 時まで 社会福祉センター

♦子育てサロン
毎週水、金 午前 9 時30分～ 11時30分 社会福祉センター

♦くらしの困りごと相談会
10月 2 日㈫

午後1時～ 4時

宮崎コミュニティセンター
10月 9 日㈫ 社会福祉センター
10月16日㈫ 織田コミュニティセンター
10月23日㈫ 越前地域福祉センター

問合せ先	 ♠健康保険課	 ☎34‒8710
	 ♥子育て世代包括支援センター	 ☎34‒8821
	 ♦越前町社会福祉協議会	 ☎34‒2388

♠心をいやす相談会（予約制）
10月16日㈫ 午後 1 時30分～ 4 時 朝日保健センター（朝寿殿）

問合せ先　子育て世代包括支援センター　☎34–8821

　今年度から幼児健診会場で、絵本の読み聞かせコーナーを設けています。健診の待ち時間に、町立図書館の
司書やボランティアによる絵本の読み聞かせや年齢に合わせた絵本の紹介を行い、親子で絵本に触れる機会を
つくっています。

　子どもにとって、絵本を読んでもらうことは、親から自分へ向けられる直接の愛情表現だと感じられる時間
です。家庭での絵本の読み聞かせは、子どもたちの穏やかな表情や落ちつきのある言動につながります。にぎ
やかな日々の中で、スマートフォンやテレビなどのメディアから離れ、親子でじっくり絵本に触れる時間を増
やすきっかけになればと思っています。

〜  絵本に触れよう  〜
子育て世代包括支援センターだより
│

│

│
├ ├

├

2歳児歯科健診の
絵本の読み聞かせコーナーの様子

2018・第72回　読書週間　　図書館だ
より

　1947年、「読書の力によって、平和な文化国家を創ろう」と開かれた読書週間。読書の楽しさを伝え、
すべての世代の人たちに本に親しむきっかけとなることを願って毎年行われています。
　図書館でも、新刊やおすすめの本が並んでいます。秋が深まる中、ホッと一息つきながら、気になっ
た本を手に取って、読書を楽しんでください。

問合せ先　町立図書館  ☎34–0395　越 前 分 館  ☎37–7713
　　　　　宮 崎 分 館  ☎32–7713　織 田 分 館  ☎36–2288

　読書をした直後の新鮮な気持ちは、時間が経つ
と薄れていきます。そんなときのために、読書
ノートをつけてみませんか？
　読後に感じた思いや発見を記録することで、内
容を知識として蓄積していくことができます。
　読書週間に合わせて、宮崎分館・越前分館・織
田分館では、読書ノートを配布します。一度お試
しください。（数に限りがありますのでお早めに）

「読書ノート」を書いてみよう
～読書ノートを配布します～

10月27日〜 11月9日
（「文化の日」を中心に2週間）

期　間 ホッと一息　本と一息標　語

A word from the international arena...

Vol.141
国際交流室から一言

越前町国際交流協会に関わりがあるみなさんが BBQ で交流を深めました

問合せ先　越前町国際交流協会（国際交流室内）　☎34‒8713

　9月17日、泰澄の杜で越前町国際交流協会の交流 BBQ
を行いました。この BBQ には、過去の派遣事業参加者や受
け入れ事業のホストファミリー、協会の関係者などが参加
しました。また、町内外の ALT と協会事業に協力してくだ
さった外国人のみなさんも集まりました。
　BBQ を楽しみながら、参加者はお互いの交流体験を聞い
たり、思い出話を楽しんだりして、外国人のみなさんとコ
ミュニケーションをとりました。交流を深めるために、ゲー
ムを行うなど笑顔あふれる楽しいひとときでした。
　過去の派遣事業に参加した生徒たちは「もう1回、一緒
に行った友達と会えてよかったです。派遣先の出来事を思
い出しながら、楽しく過ごすことができました。もし、機
会があったらみんなとまた会いたい」と話していました。
　越前町国際交流協会はこのように様々な事業の協力者が
集う場を作り、協力者同士の交流を深めていきたいと思い
ます。みなさんの間に生まれた絆が国際交流協会の支えに
なります。

広報 えちぜん23 平成30年10月号 広報 えちぜん 22平成30年10月号

I n f o r m a t i o nえちぜん健康な暮らしのために



広報えちぜんは
「マチイロ」で配信中 運命の糸がもつれる椅子の位置	 木下百合子川 柳 広報 えちぜん 24平成30年10月号広報 えちぜん25 平成30年10月号

保育所（園） 実　施　日 電話番号

朝 日 西 保 育 所 10月 9 日（火） 34–5602

朝 日 南 保 育 所 10月 9 日（火） 34–1614

あ さ ひ 保 育 所 10月11日（木） 34–0081

あ さ が お 保 育 園 10月 9 日（火） 34–1110

宮 崎 中 央 保 育 所 10月 9 日（火） 32–2067

小 曽 原 保 育 所 10月17日（水） 32–2039

陶 の 谷 保 育 所 毎 日 午 前 中 32–3014

西 徳 寺 保 育 園 要 問 合 せ 37–1354

四 ヶ 浦 保 育 園 毎 日 午 前 中 37–0305

織 田 保 育 所 毎 日 午 前 中 36–0160

は ぎ の 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0396

た い ら 保 育 園 毎 日 午 前 中 36–0251

※内容などは、各保育所（園）にお問い合わせください。

（
敬
称
略
、
9
月
15
日
現
在
）

（
9
月
15
日
現
在
）

人口と世帯
（9月1日現在）

　
こ
の
写
真
は
、
9
月
2
日
に
開
か
れ
た
福
井
国
体
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ
「
6
人
制
ホ
ッ
ケ
ー

競
技
」
の
成
年
男
子
決
勝
戦
の
一
コ
マ
で
す
。

　
当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
て
、
初
め
て
ス
テ
ィ
ッ
ク

を
握
る
小
学
生
か
ら
往
年
の
ホ
ッ
ケ
ー
経
験
者
ま
で
た

く
さ
ん
の
人
が
ホ
ッ
ケ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
試
合
で
は
、
子
ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
保
護
者
の
温

か
い
声
援
や
経
験
者
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
攻
防
に
大
き

な
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
表
紙
の
四
字
熟
語
「
勇
猛
果
敢
」
は
、
勇
ま
し
く
勢

い
が
あ
り
、
多
少
の
抵
抗
に
も
負
け
ず
思
い
切
っ
て
決

断
し
進
ん
で
い
く
様
子
を
表
す
言
葉
で
す
。

　
仲
間
か
ら
パ
ス
を
受
け
、
相
手
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の

間
を
抜
け
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
め
が
け
て
力
強
く
ド
リ
ブ

ル
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

人　口	 21,740人

　男	 10,553人
　女	 11,187人
世帯数	 7,264戸

（前月からの増減はありません）

なかよしひろば（園開放）

（外国人の人口と世帯数を含んでいます）

新
し
い
家
族
で
す

お
く
や
み

表
紙
の
写
真

西
田
中	

國く
に

兼か
ね　

佑ゆ

乃の

（
孝
志
、
女
）

気
比
庄	

中な
か

西に
し　

煌こ
う

雅が

（
涼
平
、
男
）

気
比
庄	

織お

田た　

遥は
る

香か

（
康
寛
、
女
）

樫　

津	

佐さ

さ々

木き

陽ひ

乃の

（
健
太
郎
、
女
）

八　

田	

井い
の

上う
え　

凌り

玖く

（
達
也
、
男
）

梅　

浦	

瀧た
き　
　
　

豊
ゆ
た
か（

明
史
、
男
）

新　

保	

倉く
ら

﨑さ
き　

心こ
こ

結み

（
諒
、
女
）

茂　

原	

荒あ
ら

本も
と　

隼
し
ゅ
ん
汰た

（
清
之
、
男
）

馬　

場	

山や
ま

﨑ざ
き　

葵あ
お

偉い

（
明
彦
、
男
）

赤
井
谷	

玉た
ま

木き　

燈と
う

真ま

（
史
弥
、
男
）

越
前
町
の
指
定
文
化
財
を
訪
ね
よ
う
64

―
特
別
展
示 

編
―

※番組は予告なく変更されることがあります
ので、ご了承ください。

問合せ先　丹南ケーブルテレビ㈱
　　　　　番組制作課　☎51–0101

10月の越前町関連の番組放送予定
たんなんスマイルＴＶ（デジタル091ch）

※町公式動画チャンネルで、「いきいき情報局」
を放送開始日から同時配信中！

	 バックナンバーを含め、いつでも「いきい
き情報局」がご覧いただけます。

■ 「越前町いきいき情報局」
①7：55～　②12：55～
③19：55～　毎日5分間放送中！

国体出場選手インタビュー
【放送中～10月5日㈮】

第8回越前陶芸村秋季陶芸祭
【10月6日㈯～10月19日㈮】

越前　蟹と水仙の文学コンクール作品募集
【10月20日㈯～11月2日㈮】

丹 南 ケ ー ブ ル テ レ ビ ガ イ ド
知ってる人が

出演してるかも？

■ 「Jr.+（ジュニアプラス）」
熱中！スポーツキッズ
越前少年剣道クラブ

【10月27日㈯～ 11月2日㈮】

■丹南キッズ～ことばのタイムカプセル～
小曽原保育所
朝日南保育所

【 10月6日㈯～ 10月12日㈮】

学芸員 M

Ｅ子

Ｅ
子 

こ
ん
に
ち
は
。

学
Ｍ 

こ
ん
に
ち
は
。
前
回
に
引
き
続
き
、
越
前
町
織
田

文
化
歴
史
館
で
開
催
中
の
特
別
展
示「
幕
末
明

治
の
越
前
町
」
の
見
所
に
つ
い
て
、
ご
案
内
し
ま

し
ょ
う
。こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｅ
子 

座
っ
て
い
る
お
坊
さ
ん
の
像
が
あ
り
ま
す
ね
。

学
Ｍ 

こ
ち
ら
は
、下
糸
生
区
に
あ
る
浄

じ
ょ
う

勝し
ょ
う

寺じ

の
第
一
三

世
住
職
・
上
野
順じ

ゅ
ん

藝げ
い

上
人
の
像
で
す
。ご
存
じ
で

す
か
。

Ｅ
子 

初
め
て
拝
見
し
ま
し
た
。

学
Ｍ 

上
野
順
藝
は
、幕
末
に
活
躍
し
た
学
僧
で
す
。

Ｅ
子 

学
僧
と
は
、ど
の
よ
う
な
お
坊
さ
ん
な
の
で
す
か
。

学
Ｍ 

学
問
に
優
れ
た
僧
侶
と
い
う
意
味
で
す
。順
藝
は

「
丹た

ん

山ざ
ん

」
の
雅が

号ご
う

で
知
ら
れ
る
浄
土
真
宗
の
僧
侶

で
、と
く
に『
黄お

う

檗ば
く

版ば
ん

一い
っ

切さ
い

経き
ょ
う』の
校こ

う

合ご
う

を
行
っ
た

こ
と
で
仏
教
学
史
上
に
名
前
を
残
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

ん
っ
、難
し
い
言
葉
で
す
ね
。

学
Ｍ 

仏
教
の
聖
典
を「
経

き
ょ
う

典て
ん

」
と
い
い
ま
す
。
経
典
は

ブ
ッ
ダ
の
教
え
を
文
章
に
ま
と
め
た
も
の
で
、中

国
に
仏
教
が
伝
わ
る
と
経
・
律
・
論
の
三さ

ん

蔵ぞ
う

に
他

の
仏
教
文
献
を
も
含
め
て
一い

っ

切さ
い

経き
ょ
うと
し
ま
し
た
。

Ｅ
子 

三
蔵
と
聞
く
と
、『
西
遊
記
』の
三
蔵
法
師
が
思
い

浮
か
び
ま
す
。

学
Ｍ 

三
蔵
法
師
は「
三
蔵
に
通つ

う

暁ぎ
ょ
うし
た
僧
侶
」、つ
ま
り

仏
教
の
教
義
に
精
通
し
た
お
坊
さ
ん
の
こ
と
で

す
。
歴
史
上
に
は
、
何
人
も
の
三
蔵
法
師
が
い
ま

し
た
。と
く
に
有
名
な
の
が
、『
西
遊
記
』の
三
蔵

法
師
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
玄げ

ん

奘じ
ょ
う

三
蔵
で
す
。

Ｅ
子 

玄
奘
は
、イ
ン
ド
に
旅
し
て
多
く
の
経
典
を
中
国

に
伝
え
た
人
物
で
す
ね
。

学
Ｍ	

そ
う
で
す
。一
切
経
と
は「
一
切
の
経
典
」、す
べ

て
の
経
典
を
意
味
し
ま
す
。漢
訳
経
典
を
中
心
に
、

日
本
で
は
さ
ら
に
各
宗
派
の
宗
祖
の
著
述
や
作

品
ま
で
も
含
む
の
が
特
徴
で
す
。

	

江
戸
時
代
に
入
る
ま
で
、わ
が
国
で
は
中
国
や
朝

鮮
半
島
で
編
纂
さ
れ
た
一
切
経
を
利
用
し
て
い

た
の
で
す
が
、当
時
の
一
切
経
は
非
常
に
高
価
な

も
の
で
、限
ら
れ
た
寺
院
に
し
か
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

	

天
和
元
年（
一
六
八
一
）、黄お

う

檗ば
く

宗し
ゅ
うの
鉄て

つ

眼げ
ん

道ど
う

光こ
う

が

『
黄
檗
版
一
切
経
』を
編
纂
・
印
刷
す
る
こ
と
に
よ

り
、
日
本
国
内
で
一
切
経
が
普
及
し
、
容
易
に
経

典
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

Ｅ
子 

江
戸
時
代
ま
で
は
、簡
単
に
経
典
を
見
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
の
で
す
か
。

学
Ｍ 
し
か
し
、残
念
な
こ
と
に
、『
黄
檗
版
一
切
経
』に

は
字
句
の
誤
り
が
多
い
と
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

上
野
順
藝
は
朝
鮮
半
島
で
編
纂
さ
れ
た『
高こ

う

麗ら
い

版ば
ん

大だ
い

蔵ぞ
う

経き
ょ
う』と『
黄
檗
版
一
切
経
』を
比
較
し
、経
典

の
正
し
い
姿
を
復
元
す
る
こ
と
に
努
め
ま
し
た
。

Ｅ
子 

ま
さ
に
仏
教
学
者
で
す
ね
。
そ
の
よ
う
な
人
が
、

越
前
町
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
は
知
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

学
Ｍ 

上
野
順
藝
は
現
代
の
仏
教
学
者
の
先
駆
的
存
在

と
い
え
、幕
末
を
代
表
す
る
学
僧
の
一
人
と
さ
れ

ま
す
。

Ｅ
子 

展
示
を
見
る
と
、も
っ
と
詳
し
い
こ
と
が
分
か
り

ま
す
ね
。

学
Ｍ 

10
月
7
日
㈰
に
は
、こ
の
織
田
文
化
歴
史
館
で
上

野
順
藝
や『
黄
檗
版
一
切
経
』
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
を
開
き
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。

次
回
は
、学
Ｈ
が
ご
案
内
し
ま
す
。

Ｅ
子 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
記
録
的
な
猛
暑
も
過
ぎ
、
す
っ
か
り
秋
ら
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
ね
。
芸
術
、
読
書
、
行
楽
と
秋
の
過
ご
し

や
す
い
気
候
に
多
く
の
人
が
意
欲
的
に
活
動
さ
れ
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。
10
月
は
全
国
の
神
様
た
ち
が
出
雲
大

社
（
島
根
県
）
に
集
ま
り
、
縁
結
び
、
収
穫
、
神
酒
づ

く
り
の
相
談
を
す
る
た
め
、
神
様
が
不
在
に
な
る
こ
と

か
ら
「
神
無
月
」
と
呼
ば
れ
、
逆
に
神
様
が
大
集
合
す

る
出
雲
で
は
「
神
在
月
」
と
も
呼
ば
れ
る
そ
う
で
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
の
神
様
に
は
、
福
井
県
に
寄
り
道
し
て
も

ら
い
た
い
な
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

編
集
後
記

西
田
中	

丸
山　

實
尾
さ
ん
（
95
歳
）

佐
々
生	

宮
川　

希
典
さ
ん
（
80
歳
）

乙　

坂	

清
水
ふ
み
の
さ
ん
（
90
歳
）

青　

野	

松
村　

紀
夫
さ
ん
（
83
歳
）

小　

倉	

岡
田
よ

の
さ
ん
（
85
歳
）

小
曽
原	

 

元
き
み
を
さ
ん
（
88
歳
）

舟　

場	

西
尾　

照
好
さ
ん
（
85
歳
）

新　

保	

桑
山　

政
子
さ
ん
（
94
歳
）

新　

保	

藤
井　

揚
子
さ
ん
（
78
歳
）

新　

保	

荒
井
き
よ
子
さ
ん
（
90
歳
）

道　

口	

山
口
あ
ゆ
み
さ
ん
（
36
歳
）

道　

口	

島
津　

静
子
さ
ん
（
91
歳
）

　

厨	

濵　

チ
ヱ
子
さ
ん
（
92
歳
）

茂　

原	

濵
野　

輝
夫
さ
ん
（
86
歳
）

市　

場	

谷
口　

正
輝
さ
ん
（
99
歳
）

大
王
丸	

五
嶋
絵
里
子
さ
ん
（
33
歳
）

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
え
ち
ぜ
ん
9
月
号
7
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し

ま
し
た
「
第
13
回
越
前
町
小
中
学
校
競
書
大
会
」

の
記
事
で
、
佐
々
木
香
奈
さ
ん
の
学
年
に
誤
り

が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
萩
野
小
4
年
」

で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。



幕末明治から現代まで
織田文化歴史館と雨田光平記念館で文化の秋をすごそう！

　
今
年
度
の
雨
田
光
平
記
念
館
企
画
展
覧
会
で
は
、

郷
土
作
家
の
竹
内
英
輔
氏
と
、
田
村
民
藤
（
本
名

民
男
）
氏
の
二
人
を
と
り
あ
げ
ま
す
。

　　

二
人
は
昭
和
7
年
、
竹
内
氏
は
朝
日
町
（
現
越

前
町
）、
田
村
氏
は
武
生
市
（
現
越
前
市
）
に
生
ま

れ
、
と
も
に
福
井
大
学
で
学
び
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
、
竹
内
氏
は
当
初
、
洋
画
家
の
西

山
真
二
氏
に
つ
い
て
油
彩
画
を
学
ん
で
い
ま
し
た

が
、
後
に
鋳
金
工
芸
家
の
笠
原
行
雄
氏
に
師
事
し

ま
す
。
油
彩
画
も
光
風
会
展
で
入
選
す
る
ほ
ど
の

腕
前
で
し
た
が
、
竹
内
氏
は
鋳
金
の
道
を
選
び
ま

し
た
。

　

田
村
氏
は

大
学
で
彫
刻

を
学
ん
で
い

ま
し
た
が
、

卒
業
後
、
小

学
校
教
諭
と

し
て
赴
任
す

る
際
に
移
住

し
た
織
田
町

（
現
越
前
町
）
で
越
前
焼
と
出
会
い
、
陶
芸
の
道
へ

入
り
ま
す
。
越
前
焼
中
興
の
祖
、と
呼
ば
れ
た
窯
元
、

北
野
七
左
衛
門
氏
と
の
出
会
い
も
あ
り
田
村
氏
は

作
家
を
め
ざ
し
ま
し
た
。 

　

二
人
は
美
術
教
諭
と
し
て
県
内
の
学
校
に
勤
め

る
か
た
わ
ら
、
日
本
最
大
の
公
募
展
で
あ
る
日
展

に
挑
戦
し
ま
す
。
平
成
3
年
に
竹
内
氏
が
、
平
成

13
年
に
は
田
村
氏
が
日
展
会
員
に
推
薦
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
現
代
工
芸
を
こ
こ
ろ
ざ
す
仲
間
を
集
め

て
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
福
井
会
を
立
ち
上
げ
、

後
進
の
育
成
に
も
励
み
ま
し
た
。

　

平
成
11
年
に
竹
内
氏
が
急
逝
、
田
村
氏
も
平
成

25
年
に
所
属
団
体
を
す
べ
て
脱
退
し
、
創
作
活
動

か
ら
引
退
し
ま
し
た
。
本
展
覧
会
で
は
日
展
や
日

本
現
代
工
芸
美
術
展
な
ど
の
公
募
展
に
出
品
し
た

作
品
を
中
心
に
展
示
し
、
二
人
の
足
跡
を
た
ど
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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月
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月
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前
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時
〜
午
後
5
時

　
　
　
　
　
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で

会
期
中
の
休
館
日	

毎
週
月
曜
日

	

10
月
8
日
㈪
は
祝
日
の
た
め
開
館
し
、

9
日
㈫
を
休
館
日
と
し
ま
す

観
覧
料	

一
般
１
０
０
円

	

20
人
以
上
の
団
体　
2
割
引

	

中
学
生
以
下
70
歳
以
上
の
人
は
無
料

後　
　
援　
㈱
福
井
新
聞
社
・
福
井
放
送
㈱
・
福
井

テ
レ
ビ
㈱
・
丹
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
㈱

問
合
せ
先　
雨
田
光
平
記
念
館

	

☎
３
６‒

２
６
６
６

劔神社境内絵図

▲

　劔神社所蔵　

幕末明治の越前町
平成30年度 越前町織田文化歴史館 幕末明治福井１５０年博 特別展示

幕末明治の越前町
平成30年度 越前町織田文化歴史館 幕末明治福井１５０年博 特別展示

10月7日㈰・10月28日㈰・11月18日㈰

午前10時～午後6時（入館は閉館30分前まで）
9月29日㈯ ▲ 12月2日㈰平成30年 越前町織田文化歴史館

越前町織田文化歴史館 文化交流ホール

10月７日㈰

募集対象／誰でも参加可能。事前申込みなし。　定員／先着50人　参加費／無料
問合先／〒916 0215 福井県丹生郡越前町織田153 1 8 TEL.0778 36 2288 FAX.0778 36 2588

記念講演会

講演会１　13：00～14：00（60分）
演題／幕末に生きた学僧 上野丹山
講師／村上雅紀（越前町織田文化歴史館 学芸員）
概要／浄勝寺第13世住職・上野丹山の生涯や当時の
　　　文化人との交流などを取り上げ、郷土の偉人
　　　についての理解を深める。

講演会２　14：10～15：40（90分）
演題／黄檗版一切経のはなし
　　　　　　―鉄眼禅師の出版事業と越前―
講師／松永知海氏（佛教大学仏教学部 教授）
概要／大蔵経の歴史や『黄檗版一切経』の概要、法
　　　然院忍澂上人の大蔵経対校を取り上げ、上野
　　　丹山が行った『黄檗版一切経』の校訂作業の
　　　仏教学的な意義について考える。

10月28日㈰
講演会３　13：00～14：00（60分）
演題／幕末・明治期の劔神社
講師／堀　大介（越前町織田文化歴史館 学芸員）
概要／幕末から明治にかけての劔神社に伝わる資料
　　　や発掘調査の成果をもとに、境内の様相と建
　　　物の変遷について考える。

）分09（ 04：51～01：41　４会演講
演題／越知山開運講について
　　　　　―幕末の越知山信仰のすがた―
講師／三井紀生氏（郷土史研究家）
概要／幕末から明治初年にかけて越知山信仰の一般
　　　化に寄与した「越知山開運講」を現存する奉納
　　　物と大谷寺文書から紐解く。

11月18日㈰
講演会５　13：00～14：00（60分）
演題／明治からの越前焼
講師／小辻陽子（越前町織田文化歴史館 学芸員）
概要／明治から昭和初期にかけての短期間だけ生産
　　　されていた越前の色絵陶磁器について話す。

講演会６　14：10～15：40（90分）
演題／工芸史からみた明治期の越前焼
講師／一瀬　諒氏（越前古窯博物館 学芸員）
概要／明治期の工芸について概観しながら、当時生
　　　産された越前のやきものの特徴・見どころを解
　　　説する。

▲『諸事雑記』個人所蔵

▲粉本・図案 越前町教育委員会所蔵

▲木造丹山坐像 浄勝寺所蔵　

▲橋本左内像
　越前町教育委員会所蔵

陶磁器徒弟養成所印

▲

　個人所蔵　

▲校訂『黄檗版一切経』浄勝寺所蔵

▲越前焼大甕
　越前町教育委員会所蔵　

▲越知山開運講 切手
　越知山大谷寺所蔵

入館料／一般 100円・団体（20 名以上）80円　中学生以下、70 歳以上は無料
休館日／ 10月1日㈪・9日㈫・15日㈪・22日㈪・29日㈪
　　　   11月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪
主　催╱越前町教育委員会
後　援╱
問合先／〒916 0215 福井県丹生郡越前町織田 153 1 8  TEL.0778 36 2288  FAX.0778 36 2588

越
前
町
の
日
展
作
家
　
鋳
金
と
陶

竹
内
英
輔
・
田
村
民
藤 

展

企画展

田村民藤氏 竹内英輔氏

青い山／画像提供　（公社）日展

発祥＝99

特  集

問合せ先　織田文化歴史館　☎36‒2288
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地域おこし協力隊
大谷君の

それいけ！越前探検隊 陶芸体験イベント
「海だけじゃない、越前町。」開催！

act.5

s o r e i k e !  e c h i z e n  t a n k e n t a i !

食育は…「感謝の心」の人育て
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大豆油インキで印刷しています
再生紙を使用しています
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町ホームページ
http://www.town.echizen.fukui.jp
過去の広報えちぜんも
町ホームページでご覧いただけます。

（携帯電話用）

町ホームページQRコード 町公式動画チャンネルQRコード

（スマートフォン用） （スマートフォン用）

西
さ い

徳
と く

寺
じ

保育園
～食育編～

No.18すくすく通信すくすく通信

　こんにちは。地域おこし協力隊の大谷です。8月18日に越前町若者移住促進プロジェクトチーム、通称「ロー
カルクリエイターズ ～ COCOCREW ～」によるイベント第2弾、 「海だけじゃない、越前町。」を、織田陶
房わづみ館にて開きました。
　内容は、越前町が誇る伝統工芸、越前焼の陶芸体験。文化の薫り溢れる越前町を町内外の人に知っていた
だくために、陶芸の手ひねり体験、電動ろくろ体験、さらには「ふくいの弦楽四重奏団」による生演奏など、
盛りだくさんの内容でお届けしました。県外在住者も7人参加してくださり、また越前町に来たいとの声も聞
くことができました。
　今後も、イベント企画などで越前町との接点を作り出し、若者の移住・定住につなげていきたいと思います。

当園の「食育・三つの柱」
①感謝の心を育てる
②四季折々の食材の姿、美味しさを

知る
③食事の作法を身につける
　…そして、「美味しく・楽しく」

いただきま〜す！

秋が楽しみ
だ～！！収穫した野菜、

そのまま食べても
美味しいよ！

よもぎ摘み

サツマイモの
苗植え

よもぎ団子づくり

「ふくいの弦楽四重奏団」による生
演奏の様子。越前焼のうつわで飲み
物をいただきながら聴く生演奏は、

心安らぐひとときでした。

陶芸初体験の人でも、講師

の豊彩窯・吉田雄貴氏によ

る優しい指導で素敵なう

つわを形作っていました。

県外から来られた人にとっては初
めて触れる越前焼。越前の土は鉄
分が多いなど、他の産地との特徴
の違いに興味津々の様子でした。


